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第２章 千葉市の男女共同参画施策の実施状況 
 

１ 指標の進捗状況 

男女共同参画社会の形成に向けて、千葉市の状況がどの程度進んだのか検証するため、また成果を
わかりやすく示すため、さらに、各分野における取組みの推進力となるよう、各基本目標に 1つ以上、
計 30 の指標を設定しています。 

調査時期 数　値 調査時期 数　値 達成時期 目標数値

配偶者等からの暴力の相
談場所を知っている人の
割合

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成18年度 65.3% 平成26年度 38.5% 平成27年度 100%

「男性は仕事、女性は家
事・育児」といった固定
的性別役割分担意識を持
たない人の割合

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成21年度 36.7% 平成25年度 25.1% 平成27年度 増加

家庭生活において、「男
女の地位が平等になって
いる」と考える人の割合

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成21年度 31.6% 平成25年度 37.4% 平成27年度 増加

附属機関の女性委員の割
合

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成22年4月 26.0% 平成27年4月 27.3%

女性委員がいない附属機
関の数

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成22年4月 6機関 平成27年4月 7機関 平成27年度 0

女性職員の管理職への登
用

行政改革推進プラン 平成22年度 12.7％ 平成27年度 17.1% 平成26年度 15%

市職員の配偶者の出産休
暇取得率

千葉市職員の
子育て支援計画

平成21年度 未集計 平成26年度 82% 平成26年度 100％

市男性職員の育児参加休
暇取得率

千葉市職員の
子育て支援計画

平成21年度 18.9％ 平成26年度 39% 平成26年度 100％

市男性職員の育児休業取
得率

千葉市職員の
子育て支援計画

平成21年度 0％ 平成26年度 3.1% 平成26年度 10％

市職員の年次有給休暇取
得日数

千葉市職員の
子育て支援計画

平成21年度 13.4日 平成26年度 13.4日 平成26年度 16日以上

学校教育の場において、
「男女の地位が平等に
なっている」と考える人
の割合

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成21年度 52.9％ 平成25年度 54.2% 平成27年度 増加

「学校の勉強が好きだ」
と肯定的に回答する児童
の割合

千葉市学校教育推進計
画

平成22年度
小5年 70％
中2年 40％

平成26年度
小5年 77％
中2年 53％

平成27年度
小5年　80％
中2年　50％

男女共同参画推進事業者
登録制度の延べ登録件数

新ハーモニープラン
（後期計画）

― ― 平成26年度 75件 平成27年度 95件

男女の賃金格差
新ハーモニープラン
（後期計画）

平成19年度

一般男子を
100とすると
一般女子は
66.9

平成26年度
一般男子を100
とすると一般
女子は72.2

平成27年度
100に近づけ
る

育児期にある女性（35-39
歳）の労働力率

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成17年度
国     63.7%

千葉市 56.0%
平成22年度

国     68.0%

千葉市 62.5%
平成27年度

国の値を上回
る

職場において、「男女の
地位が平等になってい
る」と考える人の割合

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成21年度 13.5％ 平成25年度 17.7% 平成27年度 増加

最終目標

できるだけ早期に30％達成
を目指す。達成した時点で
新たな目標値を設定する。

２

計画当初 現　状基本

目標 指　標　項　目
当該指標の
設定計画

１

３

４

新ハーモニープラン指標進捗管理表 
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調査時期 数　値 調査時期 数　値 達成時期 目標数値

創業相談件数
新ハーモニープラン
（後期計画）

平成21年度 974件 平成26年度 904件

女性起業者・グループ数
（農業）

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成21年度
起業者：14
ｸﾞﾙｰﾌﾟ： 3

平成27年10月
起業者：14
ｸﾞﾙｰﾌﾟ： 3

家族経営協定締結農家数 千葉市農業基本計画 平成21年度 12件 平成27年10月 22件 平成26年度 22件

地域子育て支援拠点事業
（地域子育てセンター、
子育てリラックス館の整
備）

夢はぐくむ ちば こど
もプラン（後期計画）

平成21年度 17か所 平成26年度 18か所 平成26年度 24か所

保育所の受入児童数を増
やす

夢はぐくむ ちば こど
もプラン（後期計画）

平成21年度 10,906人 平成26年度 13,274人 平成26年度 12,805人

延長保育の実施保育所数 夢はぐくむ ちば こど
もプラン（後期計画）

平成21年度 97か所 平成26年度 129か所 平成26年度 127か所

一時預かり事業の実施保
育所数

夢はぐくむ ちば こど
もプラン（後期計画）

平成21年度 19か所 平成26年度 34か所 平成26年度 34か所

産休明け保育事業
夢はぐくむ ちば こど
もプラン（後期計画）

平成21年度 96か所 平成26年度 128か所 平成26年度 128か所

男女共同参画センターの
「は～もねっと」登録団
体数

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成22年3月 41団体 平成27年3月 63団体 平成27年度 60団体

男女共同参画センターの
利用者数

新ハーモニープラン
（後期計画）

平成21年度 93,700人 平成26年度 68,857人 平成27年度 113,000人

特定健康診査の実施率
健やか未来都市ちばプ
ラン

平成21年度 32.8％ 平成26年度 33.4% 平成29年度 45％

特定保健指導の実施率
健やか未来都市ちばプ
ラン

平成21年度 17.7％ 平成26年度 9.8% 平成29年度 35％

性感染症に関する正しい
知識をもっている高校生
の割合（思春期）

新世紀ちば健康プラン 平成17年度
AIDS   83.6％

ｸﾗﾐｼﾞｱ 16.7％
平成23年度

AIDS   75.5％

ｸﾗﾐｼﾞｱ  7.0％
平成24年度 100%

母親＆父親学級で、出産
に向けて主体的に取り組
んでいるとする人の割合

新世紀ちば健康プラン 平成19年度 67.6％ 平成23年度 95.1% 平成24年度 増加

最終目標計画当初 現　状当該指標の
設定計画

６

基本

目標 指　標　項　目

７

８

増加
５

目標値は設定せず、推移を
見る

 
 

※計画当初の数値に関しては、根拠となる計画が指標ごとに異なるため、調査時期も異なっています。 

※一部の指標については、第一次実施計画の策定に伴い修正しています。 

※男女共同参画センターの利用者数については、26年度からは、施設管理システムの変更に伴い、利用者数の集計方法 

が変更されました。なお、25年度以前の集計方法での試算では、実際の利用者数（平成 25年度 87,907人）に大きな 

変化はありません。 

※「性感染症に関する正しい知識をもっている高校生の割合（思春期）」「母親＆父親学級で、出産に向けて主体的に取り 

組んでいるとする人の割合」については、平成 24年度で新世紀ちば健康プランが終了しています。 
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２ 施策の体系図 

   
《基本目標》 《施策の方向性》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 政策決定の過程における 

男女共同参画の推進 

１市や附属機関等の方針決定過程における男女

の参画促進 

２男女共同参画を推進する体制の強化 

７ 男女共同参画を推進する 

民間団体との連携と支援 

１男女共同参画を推進する民間団体への支援 

２男女共同参画を推進する民間団体の交流と連携

の推進 

８ 生涯にわたる心身の健康

と性に関する理解への

支援 

１性や健康への理解の促進と健康づくり 

３生涯にわたる健康を支援する医療の充実 

４高齢者や障害者の自立支援と社会参加 

２妊娠・出産期の父母への支援と乳幼児の発育支援 

３ 教育の分野における 

男女共同参画の推進 ２家庭や地域における学習機会の充実 

１男女の個性と能力を伸ばす学校教育の推進 

５ 自営の商工業や農林水産

業の分野における男女共同

参画の推進 

１自営の商工業や農林水産業等に従事する男女

の協働の確立 

２起業に対する支援 

１ 男女平等と人権の尊重 

３国際的な視点に立った交流と連携の推進 

１配偶者等からの暴力の防止と被害への対応 

２セクシュアル・ハラスメントや性犯罪等 

 の防止と被害への対応 

重点 

重点 

４ 雇用の分野における 

男女共同参画の推進 

１職場における男女の機会均等 

３男女の職業能力の開発と向上 

４ゆとりある働き方の促進 

２多様な働き方を可能にする雇用環境の整備 

重点 

重点 

６ 家庭生活と職場や地域の

活動等を円滑に行えるよう

な支援 

１男女がともに担う家庭生活づくり 

３仕事と家庭生活等の両立を支援する 

 職場づくり 

４ひとり親家庭への支援 

２男女がともに担う地域社会づくり 

重点 

重点 

重点 

体 系 図 
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３ 施策の自己評価 

 

（１）評価方法 

「ちば男女共同参画基本計画 新ハーモニープラン 後期計画」に掲げる施策が、男女共同参画

社会の形成の推進にどのような影響を与えているのかという観点から、「評価１ 男女共同参画

に配慮した点」及び「評価２ 新ハーモニープランに掲げている施策の方向性の観点からの自己

評価」の２点について各事業の担当部署で自己評価を行いました。 

 

ア 評価１ 男女共同参画に配慮した点 

各事業を実施する際に、男女共同参画に関してどのような点に配慮できたか。 

   Ⅰ：事業の目的が男女共同参画社会の形成を直接的に推進するものであった。 

   Ⅱ：事業の実施にあたり、男女双方の利用・参加に配慮した。 

   Ⅲ：事業の企画・立案にあたり、男女双方が関わった。 

 

イ 評価２ 新ハーモニープランに掲げている施策の方向性の観点からの自己評価 

事業を実施した結果、新ハーモニープランに掲げる施策の方向性の観点から、どの程度効果

があったか。 

   Ａ：効果があった。 

   Ｂ：一定の効果があった。 

   Ｃ：あまり効果がなかった。 

 

（２）自己評価１について 

平成 26年度実施事業延べ 215事業のうち、自己評価１「男女共同参画に配慮した点」に関して

自己評価を行った結果は以下のとおりです。 

（複数回答） 

評価１ 男女共同参画に配慮した点 事業数 

Ⅰ：事業の目的が男女共同参画社会の形成を直接的に推進するものであった。 101事業 

Ⅱ：事業の実施にあたり、男女双方の利用・参加に配慮した。 160事業 

Ⅲ：事業の企画・立案にあたり、男女双方が関わった。 94事業 

 

≪実施概要≫ 

Ⅰ：事業の目的が男女共同参画社会の形成を直接的に推進するものであった。 

主な内容 

・女性を対象に医師相談や弁護士相談を行った。 

・男性を対象に家族、就職、職場に関すること、生き方、人間関係、心や体の悩みなどについ

て、電話・インターネットによる相談を行った。 

・女性委員の登用率の向上を図ることで、男女共同参画の推進に努めた。 

・再就職を希望する女性を対象に、再就職に関する情報提供や職業能力の向上を図る目的とし

て講座を実施した。 
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Ⅱ：事業の実施にあたり、男女双方の利用・参加に配慮した。 

主な内容 

・男女双方が利用しやすい環境となるよう配慮した。 

・男性、女性双方を対象として事業を実施した。 

・女性だけでなく男性参加の促進に配慮した。 

・参加人数に男女の偏りがないよう配慮した。 

・誰もが利用できるインターネット等を活用して手続きを実施した。 

 

Ⅲ：事業の企画・立案にあたり、男女双方が関わった。 

主な内容 

・企画、立案に際し、男女双方の意見を聞くことに努めた。 

・男女双方の委員から意見を求めた。 

・委員については男女がほぼ同数になるよう配慮した。 

 

（３）自己評価２について 

 新ハーモニープランに掲げている施策の方向性の観点から、各施策を実施した結果、どの程

度効果があったのかについて、自己評価をした結果は以下のとおりです。 

 

施策の方向性の観点からの自己評価 事業数 

Ａ：効果があった。 111 事業 

Ｂ：一定の効果があった。 101 事業 

Ｃ：あまり効果がなかった。 3事業 
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基本目標１　男女平等と人権の尊重

施策の方向性１　配偶者等からの暴力の防止と被害への対応

①配偶者等からの暴力の防止と被害者等に対する自立支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

デートDV予防啓発リー
フレットの作成及び配
布
33,000部

720

1 相談カード作成
2 デートDV予防啓発
リーフレットの作成及
び配布

195 Ⅰ・Ⅱ Ａ
こども家
庭支援課

講座
・男女共同参画入門講
座Ⅵ　受講者20人
・女性のための自己防
衛講座Ⅰ・Ⅱ　受講者
29人
・若者のためのＤＶ予
防講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
市内の中学校、高校、
大学の4校で開催
植草学園大学 　57人
市立千葉高校　926人
市立稲毛高校　878人
市立稲毛高校附属中学
235人
・ＤＶ被害者支援養成
講座（ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講
座）　受講者32人
・びーらぶｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養
成講座（母親・子供ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ） 受講者各20人

1,134

講座
・女性のための自己防
衛講座
・若者のためのＤＶ予
防講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　市
内の大学、専門学校等
の3校で開催
・ＤＶ被害者支援養成
講座（ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講
座）
・びーらぶｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養
成講座（母親・子供ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ）

1,097 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

11102
相談体制の充
実

配偶者等からの暴力
に関する相談を受け
る各窓口との連携を
強化する。またマ
ニュアルを作成する
など、相談員の知識
や能力の向上を図
る。

1 各窓口相談員の連絡
会
2 各種研修への積極的
な参加の案内

―

1 各窓口相談員の連絡
会
2 各種研修への積極的
な参加の案内

― Ⅰ・Ⅱ Ａ

こども家
庭支援課

関係各課

11103
母子緊急一時
保護事業

配偶者等から暴力を
受けるなど、緊急に
安全を確保する必要
のある母子を施設へ
入所させ保護を行
う。

・緊急一時保護を必要
とする母子の保護
・緊急援護資金の支給

1,501

・緊急一時保護件数51
件（延べ823人）
・緊急援護資金件数10
件

1,289 Ⅰ Ａ
こども家
庭支援課

11104

配偶者からの
暴力被害者に
対する市営住
宅の優遇入居

配偶者からの暴力被
害者に対し、市営住
宅の優遇措置入居の
制度を整備する。

優遇措置適用者14名 ― 前年と同じ ― Ⅱ Ｂ
住宅整備
課

11105

民間一時保護
施設や自立支
援団体への支
援

◆今後検討
民間の一時保護施設
（シェルター）や、
被害者の自立を支援
する団体に対する支
援のあり方を検討す
る。

1　シェルターを運営す
る民間団体に補助金を
交付
2　応急援護資金の支給
3　DV被害者支援団体
（NPO法人）への負担金
支出

1,170

1　シェルターを民間団
体に委託して運営し、
被害者の自立を図る
2　応急援護資金の支給
3　DV被害者支援団体
（NPO法人）への負担金
支出

2,364 Ⅰ Ａ
こども家
庭支援課

11106
加害者に対す
る取組

加害者に対する相談
のあり方や、暴力防
止プログラムについ
て調査、研究する。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

11107

児童虐待防止
推進事業（要
保護児童対策
及びＤＶ防止
地域協議会運
営）

要保護児童対策及び
DV被害者等につい
て、市、関係機関、
関係団体等が情報や
考え方を共有し、適
切な連携体制のも
と、要保護児童やDV
被害者等の早期発見
や適切な保護を図
る。

千葉市要保護児童対策
及びＤＶ防止地域協議
会の代表者会議を2回
（但し、1回は25年度相
当分）、実務者会議を
各区毎に3回開催する。
また、オレンジリボン
キャンペーンを実施し
た。

2,956

千葉市要保護児童対策
及びＤＶ防止地域協議
会の代表者会議を1回、
実務者会議を各区毎に3
回開催する。また、オ
レンジリボンキャン
ペーンを実施する。

3,508 Ⅰ・Ⅱ Ａ
こども家
庭支援課

11101

配偶者等から
の暴力の防止
に関する啓発
や情報提供

配偶者等からの暴力
の防止に向けた啓発
冊子の作成、「ハー
モニーちば」などの
情報誌を通じた情報
提供、講座や講演会
の開催などを行う。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

児童虐待対応連絡会議1
回、ＤＶ事例検討会6回
（DV事例検討会議の予
算・決算ともに事業
No11112配暴センター設
置欄に計上）

個別ケース検討会議開
催数127回

33

児童虐待対応連絡会議1
回、ＤＶ事例検討会6回
開催予定。（DV事例検
討会議の予算・決算と
もに事業No11112配暴セ
ンター設置欄に計上）
個別ケース検討会議は
必要時の開催

63 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
こども家
庭支援課

児童虐待への対応
（786件）
児童の一時保護
（91件）

14,912
児童虐待への対応
児童の一時保護

16,116 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
児童相談
所

11109
児童人権啓発
事業

児童に対する人権や
児童虐待等の問題に
ついて考える契機と
なるようなリーフ
レットを作成し啓発
を図る。

リーフレット作成
（デートDVのみ作成
33,000部）＊デートDV
リーフレットについて
は、事業No11101で計上
しており、ここでは再
掲

720 リーフレット作成 723 Ⅰ・Ⅱ Ａ
こども家
庭支援課

11110

専門職員向け
「虐待発見・
対応マニュア
ル」の配布

「児童虐待の防止等
に関する法律」の一
部改正に伴い、児童
虐待の兆候を早期に
発見し、関係機関と
連携して対応するた
めのマニュアルを改
正し、関係機関等に
配布する。

「児童虐待の防止等に
関する法律」ついて大
幅な改訂は無いが、児
童虐待の兆候を早期に
発見し、関係機関と連
携対応するためマニュ
アルを配布（コピー対
応）

0
虐待防止に係るリーフ
レットの作成

305 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
児童相談
所

11111
ＤＶ防止基本
計画の策定

「配偶者からの暴力
の防止及び被害者の
保護に関する法律」
により、ＤＶの防止
及び被害者の保護の
ための施策の実施に
関する基本的な計画
を策定する。

平成24年度にDV防止・
支援基本計画を策定
し、目的が達成された
ため終了。

― ― ― ― ―
こども家
庭支援課

11112

配偶者暴力相
談支援セン
ター（仮称）
の設置

配偶者からの暴力防
止と被害者保護のた
めの中核的機関・施
設として配偶者暴力
相談支援センター
（仮称）を設置す
る。

平成25年度に配偶者暴
力相談支援センターが
設置され、目的が達成
されたため終了。

― ― ― ― ―
こども家
庭支援課

施策の方向性２　セクシュアル･ハラスメントや性犯罪等の防止と被害への対応

①セクシュアル･ハラスメントの防止と被害への対応

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

― ― ― ― ― ―
経済企画
課

講座
・男女共同参画講座Ⅱ
受講者34人

83
講座
・男女共同参画講座Ⅱ

57 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

②性犯罪等に対する安全対策

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

12201
性犯罪等への
対応

性犯罪等の防止啓発
や、被害者の支援に
関する情報提供を行
う。関係する機関と
の連携を図る。

講座
・女性のための自己防
衛講座Ⅰ・Ⅱ
受講者29人

97
講座
・女性のための自己防
衛講座

44 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

12202
防犯街灯補助
金

町内自治会等が設
置・管理する防犯街
灯の経費に対し、補
助金を交付する。

設置費補助　184灯
管理費補助　50,945灯
修理費補助　3,818灯

387,642
設置費補助　175灯
管理費補助　51,385灯
修理費補助　3,892灯

380,727 Ⅰ Ｂ
地域安全
課

12203
防犯街灯維
持・管理事業

市が設置した防犯街
灯を維持・管理す
る。

市設置防犯街灯（212
灯）の維持管理

1,696
市設置防犯街灯（212
灯）の維持管理

1,936 Ⅰ Ｂ
地域安全
課

11108
児童虐待対策
事業

児童虐待の対象児童
の速やかな安全確認
と必要に応じた一時
保護を行う。
児童虐待対応チーム
を開催する。
児童虐待及びＤＶ防
止事例等検討会を実
施する。

12101

セクシュア
ル・ハラスメ
ントに関する
啓発や情報提
供

セクシュアル・ハラ
スメントに関する啓
発冊子の作成、
「ハーモニーちば」
などの情報誌を通じ
た情報提供、講座や
講演会の開催などを
行う。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

12204
防犯カメラ設
置管理事業

警察・商店街と協力
して防犯カメラを設
置・管理し、犯罪を
抑止する。

有効な場所に最適な機
器を設置した上で継続
して管理・運営した。

2,960
有効な場所に最適な機
器を設置した上で継続
して管理・運営する。

1,702 Ⅰ Ｂ
地域安全
課

12205
防犯ブザー貸
与

犯罪の被害を未然に
防止するため、市立
小・中・第二養護・
養護学校の児童生徒
に防犯ブザーを貸与
する。

市立小・第二養護学校
の１年生に防犯ブザー
を貸与する。

2,406
市立小・第二養護学校
の１年生に防犯ブザー
を貸与する。

2,600 Ⅱ Ａ
保健体育
課

③情報社会における男女の人権尊重の推進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

12301 環境浄化事業
有害図書等の実態調
査活動を行う。

コンビニ調査店舗
173件
カラオケ調査店舗
23件
書店・レンタルビデ
オ・雑貨店等
70件

―

女性への歪んだ性的興
味や暴力につながる有
害図書やカラオケボッ
クス等の状況調査を通
して、環境浄化に取り
組む。

― Ⅱ・Ⅲ Ｂ
青少年サ
ポートセ
ンター

12302

情報を主体的
に読み解く力
を身につける
ための啓発・
学習事業

様々な形で表現され
る性差別を見直し、
情報を主体的に読み
解く力を身につける
ため、講座や講演会
を開催する。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

④男女平等や人権侵害に関する幅広い相談事業の充実

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

12401
苦情処理委員
制度の運営

男女共同参画に関す
る市の施策について
の苦情や相談、性別
による人権侵害など
を受けた場合の被害
者救済窓口として、
苦情処理委員を配置
し、周知する。

・相談等0件
・苦情申出0件

―

男女共同参画相談室
（男女共同参画課内）
において相談、申出等
の受け付けを行う。

48 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

12402
ハーモニー相
談の実施

男女共同参画セン
ターにおいて、電話
や面接により、女性
の悩みや不安につい
て、女性の専門相談
員による相談を行
う。

面接及び電話による相
談の実施。1回50分。要
予約。
受付時間
　火～金：10時～20時
　土、日：10時～16時

8,680

面接及び電話による相
談の実施。1回50分。要
予約。
受付時間
　火～金：10時～20時
　土、日：10時～16時

5,353 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

12403
ハーモニー専
門相談の実施

男女共同参画セン
ターにおいて、女性
の精神科医や弁護士
による専門相談を行
う。

医　師：毎月1回木曜日
14時～16時
弁護士：毎月2回
14時～17時

902

医　師：毎月1回木曜日
14時～16時
弁護士：毎月2回
14時～17時

926 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

12404
相談関係者の
専門的能力の
向上

ハーモニー相談など
の相談関係者が、専
門的知識やスキルを
習得するため、研修
等を実施する。

・区役所職員対象ＤＶ
研修（6回）
・相談員等のための
スーパービジョン（5
回）
・保育所長対象研修
（１回）

240

・区役所職員対象ＤＶ
研修（6回）
・相談員等のための
スーパービジョン（5
回）
・保育所長対象研修
（１回）

260 Ⅰ・Ⅱ Ａ
こども家
庭支援課

12405
千葉人権擁護
委員協議会へ
の助成

人権問題について相
談活動等を行ってい
る千葉人権擁護委員
協議会からの申請を
受けて、市民の人口
に基づいた助成金
を、同協議会に助成
する。

・常設人権相談 4,549
件（千葉協議会管内
H26.1～H26.12）
・特設人権相談 188件
（千葉協議会管内H26.1
～H26.12）
・中学生人権作文コン
テスト
・「人権の花」運動
・人権教室
・街頭人権啓発活動

2,128

千葉人権擁護委員協議
会において、人権相談
及び各種啓発活動を実
施予定

2,128 Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

12406
男性相談の実
施

電話により家庭や仕
事、生き方や人間関
係、心や体のことな
ど、男性の様々な悩
みや不安について男
性の専門相談員によ
る相談を行う。

男性電話相談
・男性臨床心理士が対
応
・日時　毎週金曜日
18時30分～20時30分

男性インターネット相
談の実施

762

男性電話相談
・男性臨床心理士が対
応
・日時　毎週金曜日
18時30分～20時30分

男性インターネット相
談の実施

990 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

施策の方向性３　国際的な視点に立った交流と連携の推進

①諸外国の状況や取組成果の理解

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

13101
男女共同参画
に関する世界
の動きの理解

女子差別撤廃条約な
ど男女共同参画に関
する国際的な動向に
ついて、情報収集や
提供、講演会、講座
などを行う。

男女共同参画講座Ⅱ
受講者34人

83 男女共同参画講座Ⅲ 86 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

②国際交流の促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

13201
児童生徒姉妹
友好都市交流
活動の推進

国際理解教育の一環
として、姉妹校・交
流校等による交流活
動を推進する。

児童生徒の絵画や書写
作品、手紙や電子メー
ル等の交換などを行う
ことで海外の小・中学
校との交流が推進され
た。

15

児童生徒の絵画や書写
作品、手紙や電子メー
ル等の交換を行うこと
で海外の小・中学校と
の交流を推進する。

61 Ⅲ Ａ 指導課

13202
千葉市国際交
流プラザ管理
運営事業

千葉市国際交流プラ
ザ及び会議室管理を
行う。

千葉市国際交流プラザ
及び会議室管理を行っ
た。

8,085
千葉市国際交流プラザ
及び会議室管理を行
う。

11,900 Ⅱ Ａ
国際交流
課

13203
姉妹・友好都
市等交流推進
事業

相手都市からの来葉
者の受入や、千葉市
からの訪問団の派遣
などを通して、姉
妹・友好都市との交
流を行い、お互いの
相互理解と友好親善
を深める。

相手都市からの来葉者
の受入などを通して、
姉妹・友好都市との相
互理解と友好親善を深
めた。

1,672

相手都市からの来葉者
の受入や千葉市からの
派遣を通して、相互理
解と友好親善を深める
ともに、経済交流等、
お互いにとってメリッ
トのある交流を推進し
ていく。

6,183 Ⅲ Ａ
国際交流
課

③外国人市民が安心して暮らせる環境づくり

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

― ― ― ― ― ―
国際交流
課

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

13302
外国人市民懇
談会

外国人市民から、市
政に対する意見・要
望を聴取する。

外国人市民から、市政
に対する意見・要望を
聴取した。

18
外国人市民から、市政
に対する意見・要望を
聴取する。

36 Ⅱ Ａ
国際交流
課

13303
各種情報誌制
作事業

外国語版生活ガイド
ブックを作成し、外
国人市民が不自由な
く生活する援助をす
る。

外国人市民が本市で不
自由なく生活できるよ
うにするため情報提供
した。284部

0

外国語版生活ガイド
ブックを作成し、外国
人市民が不自由なく生
活する援助をする。

0 Ⅱ Ａ
国際交流
課

13301
外国人市民の
人権侵害に対
する取組

配偶者等からの暴力
やセクシュアル・ハ
ラスメントなどに関
する外国語パンフ
レット等を作成し、
情報提供を行う。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

基本目標２　政策決定の過程における男女共同参画の推進

施策の方向性１　市や附属機関等の方針決定過程における男女の参画促進

①市の方針決定過程の場への男女の参画促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

管理職（課長補佐級以
上）に占める女性職員
の割合は、15.8％
（平成26年4月1日時
点）

―

次期ハーモニープラン
において、管理職（課
長補佐級以上）に占め
る女性職員の割合を、
平成32年度までに
20.0％、平成37年度ま
でに30.0%とする目標を
定め、女性職員の管理
職への登用を促進す
る。

― Ⅰ Ａ 人事課

女性教職員の登用を積
極的に行った。

― 前年度と同様 ― Ⅰ・Ⅱ Ａ 教職員課

21102
職域拡大の推
進

男女に偏りのない
（性別による差別の
ない）職員の配置を
推進する。

行政指導部門等に女性
職員を配置

―
女性職員の少ない職域
に女性職員を積極的に
配置する。

― Ⅰ Ａ 人事課

21103
市職員に対す
る研修の充実

内部講師及び外部講
師を招聘し、階層別
に必要とされる研修
（講義・演習）を、
職員研修所で実施す
る。

・新規採用職員研修
「人権」148人
・新規経験者採用職員
研修
「人権」 25人
・新規採用技能員研修
「人権」  7人
・係長研修等5研修
「公務員倫理」449人

―

・新規採用職員研修
「人権」227人
・新規経験者採用職員
研修
「人権」 26人
・新規採用技能員研修
「人権」  19人
・主査研修等5研修
「公務員倫理」486人

― Ⅰ Ｂ
人材育成
課

21104
市職員に向け
た啓発

男女共同参画の実現
に向け市職員の意識
啓発を図る。

ハーモニー通信を発行
した　1回

―

・ハーモニー通信を発
行する
・職員向け研修会の実
施1回

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

②附属機関等の方針決定の場への男女の参画促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

21201
附属機関への
女性委員の登
用促進

附属機関の委員選任
に当たり、所管課と
事前協議を行い、女
性委員の登用を促進
する。

事前協議により、女性
委員の登用促進を図っ
た。

―
事前協議の徹底によ
り、女性委員の登用を
促進する。

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

21202
女性人材リス
トの充実と利
用促進

女性人材リストの充
実を図り、積極的な
活用を促進する。

千葉県との共同による
人材リスト作成に向け
た情報収集を行った。

―
千葉県との共同による
人材リスト作成に向け
た情報収集を行う。

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

21203

市の関係団体
などにおける
男女共同参画
の取組の促進

◆今後検討
市の外郭団体（又は
出資団体）や補助金
受給団体などに対
し、男女共同参画に
関する情報提供や研
修を実施する。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

21204
附属機関の委
員の公募によ
る選任の推進

附属機関の委員の改
選（新設）の際、所
管と協議を行い、公
募による委員の選任
を推進する。

(1)附属機関
 　113機関
(2)公募委員を含む附属
機関
　　25機関（54人）
(3)選任割合
　  22.1％
（25機関／113機関）

― 前年度と同じ ― Ⅱ Ｂ
市民自治
推進課

③市政への市民参画の促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

― ― ― ―

21101
女性職員及び
女性教職員の
登用促進

市政運営及び学校運
営への女性職員・女
性教職員の参画を促
進する。

21301 区民懇話会

委員は男女同数で公
募し、選出された委
員が魅力ある「まち
づくり」の推進に向
けて意見交換を行
い、その結果を報告
書として取りまとめ
る。

区政推進
課（各区
役所）

平成22年度事業終了 ―
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

21302
パブリックコ
メント手続の
実施

市の重要な施策の意
思決定過程におい
て、施策の案を公表
し、市民から意見の
提出を求め、提出さ
れた意見を考慮して
施策の決定を行うと
ともに、その意見に
対する市の考え方を
公表する。

・対象施策数　24施策
・意見提出者数　166人
・提出意見数　519件
・原案修正箇所数 13箇
所

― 前年度と同じ ― Ⅱ Ｂ
市民自治
推進課

＜中央区＞
・地域訪問（３回）
　１月　星久喜地区
　２月　椿森地区
　３月　末広地区
・テーマ別対話会（１
回）
【テーマ】
　地域活性化事業補助
団体間の交流会及び
フォローアップ

16

＜中央区＞
・地域訪問（３回）
　川戸地区
　生浜地区
　松ヶ丘地区

37 Ⅱ Ｂ

＜花見川区＞
1/24（土）開催
参加者　50人

43

＜花見川区＞
第１回
　12/12（土）開催
第２回
　2月開催予定

153 Ⅱ Ｂ

＜稲毛区＞
①10/29（水）開催
   参加者数　12人
②3/25（水）開催
   参加者数　24人

59

＜稲毛区＞
①7/2（木）開催
   参加者数　14人
②3月（開催予定）

117 Ⅱ Ａ

＜若葉区＞
第1回　 9/4（木）開催
第2回　1/27（火）開催

55
＜若葉区＞
第1回　8/25（火）開催
第2回　1月開催予定

68 Ⅱ・Ⅲ Ａ

＜緑区＞
2回開催
第1回：9/27（土）開催
テーマ：中学生の地域
活動への参画について
参加者： 16人
　
第2回：2/21（土）開催
テーマ：町内自治会運
営に係る課題について
参加者：12人

67

＜緑区＞
2回開催予定
第1回　1月開催予定
第2回　2月開催予定

103 Ⅰ・Ⅱ Ａ

＜美浜区＞
①打瀬地区7/20(日)
　　参加者24人
②幸町1丁目地区
9/21(日)
　　参加者17人
③磯辺地区11/2(日)
　　参加者23人
④幕張西地区11/30(日)
　　参加者29人
⑤稲毛海岸地区
1/11(日)
　　参加者23人
⑥真砂地区1/25(日)
　　参加者22人
⑦幸町2丁目地区
2/14(土)
　　参加者29人
⑧高洲地区3/7(土)
　　参加者25人
⑨高浜地区3/7(土)
　　参加者15人

82

＜美浜区＞
①磯辺地区7/4(土)
②幕張西地区11/1(日)
③稲毛海岸地区
11/21(土)
　　　　　　　　他

81 Ⅱ Ｂ

21303 区民対話会

地域課題や区民の
ニーズを把握し、市
政・区行政へ反映さ
せる。

各区役所
地域振興
課
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

施策の方向性２　男女共同参画を推進する体制の強化

①男女共同参画を推進する庁内体制づくり

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

22101

男女共同参画
推進協議会及
び幹事会の開
催

男女共同参画に関す
る総合的な企画立案
及び連絡調整を行う
ための全庁的な会議
を設置・開催する。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

22102

男女共同参画
に関する庁内
推進体制の強
化

男女共同参画推進員
制度の改革等、より
効果的な庁内推進体
制や仕組みづくりに
ついて検討する。

男女共同参画推進員対
象研修会の開催　1回

50
男女共同参画推進員対
象研修会の開催　1回

50 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

22103
男女共同参画
審議会の開催

男女共同参画に関す
る重要事項について
調査審議するため、
男女共同参画審議会
を開催する。

2回開催 305 2回開催 399 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

22104

苦情処理委員
制度の運営
〔基本目標1-
2の再掲〕

男女共同参画に関す
る市の施策について
の苦情や相談、性別
による人権侵害など
を受けた場合の被害
者救済窓口として、
苦情処理委員を配置
し、周知する。

・相談等0件
・苦情申出0件

―

男女共同参画相談室
（男女共同参画課内）
において相談、申出等
の受け付けを行う。

48 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

②男女共同参画の現状と課題の把握

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

22201
男女共同参画
に関する調査
研究

男女共同参画に関す
る調査や研究等を行
い、現状の把握や施
策への反映を行う。

・配偶者等における暴
力に関する調査
対象　市内在住の20歳
以上の男女各1,500人
有効回答数　1,036件
有効回答率　34,5％

1,493

・女性の働くことにつ
いての調査
対象　市内在住の20歳
以上60歳未満の女性
3,000人

2,086 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

22202
男女共同参画
関連資料の収
集・提供

男女共同参画の推進
状況を示す各種資料
を収集・整備し、提
供する。

貸出人数 　7,220人
貸出冊数　23,214冊

104 前年度と同じ 120 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

③市役所等における男女共同参画の推進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

刊行物作成の際の指針
を掲載したハーモニー
通信を庁内ネットワー
クを活用し、職員への
周知を行った。

―
ハーモニー通信を活用
し、定期的に周知を行
う。

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

― ― ― ― ― ―
広報広聴
課
関係各課

22302

セクシュア
ル・ハラスメ
ントの防止啓
発

セクシュアル・ハラ
スメントについての
正しい理解を促進
し、その発生を防止
する。

・相談件数1件
・セクハラ防止のため
のパンフレットを配布
した（CHAINS全庁フォ
ルダ）。

― 前年度と同じ ― Ⅰ・Ⅱ Ｂ

人材育成
課
（セクシュ
アル・ハラ
スメント苦
情相談窓
口）

22303

千葉市次世代
育成支援特定
事業主行動計
画進捗管理

次世代育成支援対策
推進法に基づき、平
成21年度に作成した
「特定事業主行動計
画」（平成22～26年
度）の進捗状況を管
理し、両立支援・子
育て支援策等の促進
を図る。

・家族の職場訪問の実
施
・イクメン・ランチ
ミーティングの実施

1

第３期千葉市次世代育
成支援対策推進特定事
業主行動計画（平成２
７～３１年度）を実施
し、イクボスを中心と
した子育て支援体制を
推進する。

6 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
給与課
関係各課

22301
市の刊行物等
の指針の作成

市刊行物等につい
て、男女共同参画の
視点に立った表現の
指針を作成する。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

基本目標３　教育の分野における男女共同参画の推進

施策の方向性１　男女の個性と能力を伸ばす学校教育の推進

①男女平等教育の推進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

31101
人権教育推進
事業

学校教育において、
生命・人権・人格を
重んじた「人間尊重
の教育」を推進す
る。

人権教育担当者研究協
議会及び管理職特別研
修会（人権教育）を開
催し、人権教育の推進
を図った。

20 前年度と同じ 20 Ⅱ・Ⅲ Ａ 指導課

教頭登載者40人を対象
に人事管理、服務、実
務等に関わる事項につ
いて講義・協議・演習
等を2日間行った。

29

教頭登載者40人を対象
に人事管理、服務、実
務等に関わる事項につ
いて講義・協議・演習
等を2日間行う予定であ
る。

44 Ⅰ・Ⅱ Ａ 教職員課

　小学校80名、中学校
67名の新任教員に対
し、拠点校指導方式に
より年間指導計画に基
づく研修を年間30時間
以上、授業研修を年間
150時間以上、研修の準
備と整理を年間90時間
以上の合計240時間以上
の研修を実施した。

376

平成27年度千葉市初任
者研修実施要項に基づ
き、新任教員の研修を
実施する。

499 Ⅱ・Ⅲ Ａ 指導課

・初任者研修
153人
・リレー研修(２年
目)181人
・　　〃　　(３年
目)149人
・５年経験者研修
158人
・10年経験者研修
96人
・20年経験者研修
19人
＊上記の報償費のみ

102
経験層に応じた研修、
職務に応じた研修の内
容に取り入れる。

109 Ⅲ Ｂ
教育セン
ター

基本講座　 5講座
専門研修　29講座
の合わせて、34講座を
実施。

898

基本講座　 4講座
専門研修　31講座
の合わせて、35講座を
実施予定。

798 Ⅱ・Ⅲ Ａ
養護教育
センター

31103
保育所職員研
修事業

保育の質の向上を図
り、専門的で高度な
知識や技術を習得す
るため、職種別研修
等を行う。

短期派遣研修58回、部
門別研修56回実施し
た。

1,800
短期派遣研修60回、部
門別研修60回を実施す
る。

3,029 Ⅱ Ｂ
保育運営
課

31102
教職員研修の
充実

教職員の階層に応じ
た研修を実施する。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

②個性や能力を尊重した教育環境づくり

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

教育相談ダイヤル24に
よる電話相談853件を含
み、電話相談は6,989件
であった。来所相談
2,313件、小中学校を訪
問し、不適応状態の児
童・生徒への対応の在
り方について協議を行
う訪問相談は788件で
あった。また、生徒指
導調査研究委員会によ
る研究協議、生徒指導
資料の作成を行った。

1,888

教育相談ダイヤル24に
よる電話相談対応や小
中学校を訪問し、不適
応状態の児童・生徒へ
の対応の在り方につい
て協議を行う。また、
生徒指導調査研究委員
会による研究協議、生
徒指導資料の作成を行
う。

1,868 Ⅱ Ａ 指導課

電話相談4,046件
来所相談784件
訪問相談78件
医療相談117件

30,609

教育センター及び養護
教育センター等におい
て、教育相談（電話相
談、来所相談、訪問相
談、医療相談等）を行
う。

32,334 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
教育セン
ター

教育相談
　①来所相談
　　1,250件
　②電話相談
　　2,090件
　③土曜相談
　　121件
　④医療相談
　　41件
　⑤学校等訪問
　　670件
学校訪問相談員の派遣
　82校 293回
グループ活動
　参加児童生徒 40名
50回
ハッピーキャンプ
　参加児童　33名

14,868

教育相談
学校訪問相談員の派遣
グループ活動
ハッピーキャンプの実
施

19,535 Ⅱ・Ⅲ Ａ
養護教育
センター

31201
教育相談の充
実

教育センター及び養
護教育センター等に
おいて、教育相談
（電話相談、来所相
談、訪問相談等）を
行う。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

31202
スクールカウ
ンセラー活用
事業

中学校にスクールカ
ウンセラーを配置
し、学区内の児童生
徒、その保護者、教
職員からの悩み等の
相談活動に当たる。

市内全中学校及び小学
校拠点校等６か所にス
クールカウンセラーを
配置し、学区内の児童
生徒、保護者、教職員
からの悩み等の相談活
動に当たった。

91,205

市内全中学校及び統合
小学校１校、小学校拠
点校6校、巡回校12校に
スクールカウンセラー
を配置し、学区内の児
童生徒、保護者、教職
員からの悩み等の相談
活動に当る。

93,914 Ⅱ Ａ 指導課

31203
進路指導推進
事業

将来の生き方を考え
る進路指導の推進に
努める。

・キャリア教育推進会
議を年2回開催した。
・進路指導主事研修会
を年１回開催した。
・中学1，2年生を対象
に、進路学習ノートを
作成・配布するととも
に、中学3年生には進路
選択の手引を作成・配
布して、学校における
進路指導に供した。
・保護者資料「子供と
共に考える進路」をWeb
配信した。

1,822

・キャリア教育推進会
議を年2回開催する。
・進路指導主事研修会
を年１回開催する。
・中学1，2年生を対象
に、進路学習ノートを
作成・配布するととも
に、中学3年生には進路
選択の手引を作成・配
布して、学校における
進路指導に供する。
・保護者資料「子供と
共に考える進路」をWeb
配信する。

1,534 Ⅰ Ｂ 指導課

31204
職場体験の推
進

中学校における職場
体験を通して、働く
ことの意義を自覚さ
せ、勤労観・職業観
をはぐくむ中で、主
体的に自己の生き方
を考えさせる。

・全市立中学校の職場
体験実施率100％を継続
した。
・職場体験実施状況調
査を行い、研修会等で
の指導・助言を通し
て、体験期間が3日間以
上の実施校の割合を高
めた。

―

・全市立中学校の職場
体験実施率100％を継続
する。
・職場体験実施状況調
査を行い、研修会等で
の指導・助言を通し
て、体験期間が3日間以
上の実施校の割合を高
める。

― Ⅰ Ｂ 指導課

31205 相談活動事業

来所や電話により、
青少年サポートセン
ターが青少年が抱え
る悩みの相談に応じ
る。

来所相談　265件
電話相談　284件

11,701

青少年の持つ悩みや問
題に対し、家族や関係
機関と協力し合い解決
できるように、被相談
者と話し合う活動を行
う。

12,171 Ⅱ・Ⅲ Ｂ
青少年サ
ポートセ
ンター

③子どもの教育に対する家庭や地域の積極的参画

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

31301

学校・家庭・
地域連携まち
づくり推進事
業

各中学校区におい
て、地域の特色に応
じた活動を展開し、
住みよいまちづくり
に取り組む中で、地
域に対する愛着の気
持ちを育む。

各中学校区において、
まちづくり推進会議を
開催し、学校を核とし
た家庭と地域の三者が
連携した過ごしやすい
まちづくり、子どもた
ちの地域に対する愛着
や誇りを育むのための
事業を実施。参加者総
数92,679人(延人数)

708

各中学校区において、
まちづくり推進会議を
開催し、学校を核とし
た家庭と地域の三者が
連携した過ごしやすい
まちづくり、子どもた
ちの地域に対する愛着
や誇りを育む様々な活
動を企画立案する。

802 Ⅰ・Ⅲ Ａ 指導課

31302
幼児教育支援
センター事業

親子ともに安定した
状態で小学校への入
学を図るため、子育
てに関する悩みを解
決できるよう、保育
カウンセラーによる
幼児教育相談や公開
講座を実施する。

― ― ― ― ― ―
教育セン
ター

31303
家庭教育資料
作成事業

小学校入学時、高学
年になる５年生時及
び中学校入学時に、
保護者に子育て支援
の一環として子育て
の手引きを配布す
る。

・小学校1年生9,600冊
・小学校5年生10,000冊
・中学校1年生8,900冊

670

小学校1年生、小学校5
年生、中学校1年生の保
護者対象の冊子の作製
及び配布

556 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
健全育成
課
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

施策の方向性２　家庭や地域における学習機会の充実

①市民の共同参画意識の醸成

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

32101
ハーモニー講
演会の開催

男女共同参画社会の
形成に向け、意識啓
発を目的とした講演
会を実施する。

ハーモニー講演会
・講師 岡田達信氏
・場所 生涯学習セン
ター
・開催日 1/17（土）
・参加者数 155人

516 1回開催予定 633 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

32102
男女共同参画
週間の実施

男女共同参画への関
心を高めるため、毎
年12月に男女共同参
画週間を開催する。

男女共同参画週間
（12/8～14）
・啓発物品等の配布
・市の広報紙等による
周知

―

男女共同参画週間
（12/7～13）
・啓発物品等の配布
・市の広報紙等による
周知

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

32103
男女共同参画
に関する情報
誌の発行

男女共同参画セン
ター情報誌「みら
い」を発行し、男女
共同参画に関する情
報提供を行う。

情報誌「みらい」に男
女共同参画推進事業者
登録制度についての記
事を掲載

―
男女共同参画センター
が発行する情報誌「み
らい」に記事を掲載

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

32104

千葉市男女共
同参画ハーモ
ニー条例の普
及啓発

ハーモニー条例につ
いてリーフレット等
を作成するなど、男
女共同参画社会の形
成に向けた市の基本
的考え方を周知す
る。

・男女共同参画課ホー
ムページにおけるハー
モニー条例、新ハーモ
ニープランの常時掲載
・ハーモニー講演会で
のパネル展示

―

・男女共同参画課ホー
ムページにおけるハー
モニー条例、新ハーモ
ニープランの常時掲載
・ハーモニー講演会で
のパネル展示

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

②男女共同参画に関する拠点施設の充実

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

32201

男女共同参画
に関する図
書・ビデオ等
の購入／貸出

男女共同参画セン
ターにおいて、男女
共同参画に関する図
書・ビデオを購入
し、貸出を行う。

貸出人数 　7,220人
貸出冊数　23,214冊

104 前年度と同じ 120 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

32202

男女共同参画
センター情報
誌「みらい」
の発行

男女共同参画セン
ター情報誌を発行
し、男女共同参画に
関する情報提供を行
う。

情報誌「みらい」
第29号、第30号
2回、各5,000部発行

197
情報誌「みらい」
第31号、第32号
2回、各5,000部発行

200 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

32203
インターネッ
トを利用した
情報の提供

市やハーモニープラ
ザのホームページに
よる情報提供や広報
活動を行う。

・男女共同参画課ホー
ムページ
ハーモニー条例、新
ハーモニープラン等の
常時掲載
・ハーモニープラザ
ホームページ
男女共同参画センター
等各施設案内の常時掲
載
男女共同参画センター
各種講座の随時掲載

―

・男女共同参画課ホー
ムページ
ハーモニー条例、新
ハーモニープラン等の
常時掲載
・ハーモニープラザ
ホームページ
男女共同参画センター
等各施設案内の常時掲
載
男女共同参画センター
各種講座の随時掲載

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

32204

男女共同参画
センター利用
者懇談会の開
催

「千葉市男女共同参
画センター利用者懇
談会」を開催し、男
女共同参画センター
の円滑な利用及び男
女共同参画センター
の催す行事につい
て、参加者から意見
を聞き、センター運
営の参考とする。ま
た、男女共同参画セ
ンターの行事や広報
活動への協力を依頼
する。

・利用者懇談会（1回）
参加人数　7人

0 前年度と同じ 0 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

③男女共同参画に関する学習機会の提供

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

32301
男女共同参画
に関する講座
の開催

男女共同参画セン
ター等において、男
女共同参画に関する
講座を開催する。

全39講座開催
・受講者数3,394人
（女性1,818人 男性
1,494人）
※性別記載なしの講座
があるため、受講者数
に比べ男女別人数が82
人少なくなっている。

2,448 全31講座開催 2,394 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

32302

公民館におけ
る男女共同参
画に関する講
座の開催

公民館において、男
女共同参画に関する
講座を実施する。

・女性教育事業
（3事業　幕張公民館他
2事業）
・成人教育事業
（4事業　新宿公民館他
3事業）
・家庭教育事業
（1事業　星久喜公民
館）

29

・女性教育事業
（1事業　幕張公民館）
・成人教育事業
（1事業　轟公民館）

5 Ⅰ Ｂ
生涯学習
振興課
(各公民館)

32303
市民文化大学
事業

市民の高い学習意欲
に対応した専門的か
つ継続的、体系的な
講座を実施する。

・本講座16学科各10回
　受講者数　1,661人
・特別講座Ⅰ
    3学科各1回
　受講者数　252人
・特別講座Ⅱ
    2学科各3回
　受講者数　327人
・特別講座Ⅲ
    1学科3回
　受講者数  　123人

―

・本講座16学科各10回
　募集人数　2,240人
・特別講座Ⅰ 3学科各1
回
　募集人数　各140人
・特別講座Ⅱ 4学科各3
回
　募集人数  各140人
・特別講座Ⅲ 1学科3回
　募集人数  　140人
・特別講座Ⅳ 1学科2日
間
　募集人数　　140人

― Ⅱ・Ⅲ Ｂ
文化振興
課

32304
ことぶき大学
校運営事業

高齢者が知識や技術
を習得し、仲間づく
りや社会活動への参
加を通じ、豊かで充
実した生活が送れる
よう、学習と活動の
場を提供する。

1学年（卒業生）
福祉健康学科　66人
園芸学科　　　42人
美術学科　　　13人
陶芸学科　　　23人

28,645

1学年
福祉健康学科　90人
園芸学科　　　60人
美術学科　　　30人
陶芸学科　　　30人

28,972 Ⅱ Ｂ
高齢福祉
課

32305
生涯学習振興
事業

生涯学習に関する各
種事業を実施し、生
涯学習の推進を図
る。

・社会教育功労者感謝
状贈呈式
・社会教育関係団体補
助事業(2団体)

1,423

・社会教育功労者感謝
状贈呈式
・社会教育関係団体補
助事業(2団体)

1,423 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
生涯学習
振興課

みなと青年教室9回開催 343 ― ― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
健全育成
課

― ― ― ― ― ―
生涯学習
振興課

32307
消費者啓発事
業（消費生活
講座）

消費生活に関する知
識の普及と情報提供
のための各種講座を
開催する。

消費生活に関する様々
な情報や知識の入手・
習得することにより、
消費者トラブルの未然
防止のため専門講師を
招き講座を開催した。
【消費生活講座：8回
190人】
【消費者サポーター養
成講座：
　1回　延155人】

40
消費生活に関連する各
種講座を開催する。

67 Ⅱ Ａ
消費生活
センター

32308
消費者啓発事
業（くらしの
巡回講座）

消費生活に関する知
識の普及と情報提供
のためにくらしの巡
回講座を実施する。

自治会、団体等の要望
に応じて、消費生活相
談員等が現地へ出向
き、最新の相談事例を
踏まえて悪質商法等の
対処法について講義す
る巡回講座のほか、公
共機関や学校等の要望
に応じた悪質商法等に
関する講座を実施する
連携事業を実施した。
【巡回講座・連携事
業：97回　4,850人】

26
悪質商法等について注
意喚起する巡回講座・
連携事業を実施する。

23 Ⅱ Ａ
消費生活
センター

32306 青年教育事業

研修情報・機会の提
供、各団体との共催
による講座等の事業
を実施する。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

基本目標４　雇用の分野における男女共同参画の推進

施策の方向性１　職場における男女の機会均等

①雇用や登用など男女の機会均等の推進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

41101
男女共同参画
推進事業者登
録制度

男女共同参画を推進
する取組みを積極的
に行う事業者に対
し、登録を行い登録
証・登録マークを交
付し、ホームページ
等で広く市民に周知
する。

男女共同参画を推進す
る取り組みを積極的に
行う事業者の登録を行
い、ホームページ等で
事業者の紹介をした。
登録件数 12件（延べ75
件）

85

男女共同参画を推進す
る取り組みを積極的に
行う事業者の登録を行
い、事業者の紹介をす
る。

108 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

・講座
男女共同参画講座Ⅱ
受講者34人
女性のための就職応援
講座　受講者6人

107

・講座
男女共同参画講座Ⅲ
女性のための就職応援
講座

135 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

― ― ― ― ― ―
経済企画
課

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

― ― ― ― ― ―
こども企
画課

平成26年度登録事業者
1,786者のうち、一般事
業主行動計画策定者数
429者

―

平成26･27年度千葉市建
設工事入札参加資格者
名簿への登録(追加）に
あたり、「次世代育成
支援対策推進法」に基
づく一般事業主行動計
画を策定している業者
は発注者別評価点につ
いて5点の加点を行う。

― Ⅱ Ｂ 契約課

41104
事業所等にお
ける研修の支
援

出前講座や講師派
遣、資料の提供な
ど、事業所等におけ
る従業員向け研修の
支援を実施する。

出前講座　12件
男女共同参画課や男女
共同参画センターから
講師を派遣し、男女共
同参画に関するセミ
ナーを開催。

―
事業所向け出前講座の
実施

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

②性別にとらわれない職業の選択の促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

41201
性別にとらわ
れない職業の
選択の促進

雇用の場での男女平
等を推進するため、
情報誌などにより、
様々な職業に関する
情報を提供する。

女性のための就職応援
講座　　受講者6人

24
女性のための就職応援
講座

49 Ⅰ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

③労働環境の把握と労働条件の向上

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

41301
労働概要調査
の実施

市内の勤労者の実態
調査を行う。

― ― ― ― ― ―
経済企画
課

41302 労働相談事業

労働条件、社会保
険・年金、職業訓
練、パートタイムな
ど労働に関する悩み
等に労働相談員がア
ドバイスや関係機関
の紹介など、解決の
ための協力をする。

相談者数　271人 5,277

蘇我勤労市民プラザ内
において、仕事の悩み
等についての労働相談
を実施する。
＊平成27年9月1日～平
成28年3月31日の期間に
ついては、ふるさとハ
ローワークみどり内へ
仮移転。

5,366 Ⅱ Ａ
経済企画
課

41102

男女雇用機会
均等法など法
律や制度の周
知

講演会や講座、情報
誌などにより、情報
提供を実施し、雇用
分野の法制度を周知
する。

41103

男女共同参画
推進状況の入
札・契約制度
への反映

◆今後検討
事業者の取組を促進
するため、市の入札
参加資格審査におい
て、男女共同参画推
進状況等を審査項目
に加えるなど、入
札・契約制度につい
て検討する。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

④協働と連携の促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

41401

事業所等との
「協働と連
携」を進める
ためのネット
ワークの構築

◆今後検討
意見交換や情報交換
などを通じて、「協
働と連携」を進める
ための場の設置につ
いて検討する。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

41402
子育て支援連
絡協議会（仮
称）の設置

次世代育成支援を総
合的・効果的に推進
するための推進母体
として、子育て支援
連絡協議会（仮称）
を設置する。民間企
業、保育、教育、医
療関係者などを構成
メンバ－とした協議
会を設置し、市民等
への各種情報の提
供、各種イベント、
シンポジウム等を通
じて、次世代育成支
援のための幅広い普
及啓発活動を進める
中で、市民の理解の
醸成を図る。また、
事業主における次世
代育成支援などの取
組の普及・促進を図
る。

社会全体で子育て家庭
を支える意識の醸成等
を目的とした「赤ちゃ
んの駅」事業におい
て、民間企業等に事業

への賛同を働きかけ、
新たに民間企業11社の
協力を得た。

0

「赤ちゃんの駅」事業
への協力企業等の拡大
を図るとともに、より
広範で多様な取組につ
いて検討を行う。

― Ⅱ Ｂ
こども企
画課

施策の方向性２　多様な働き方を可能にする雇用環境の整備

①再就職の支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

42101 再就職の支援

再就職に関する講座
や情報提供、相談を
行い、結婚や育児な
どで退職した人の再
就職を支援する。

女性のための就職応援
講座　　受講者6人

24
女性のための就職応援
講座

49 Ⅰ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

②就職支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

42201
学生に対する
就職支援

講座や情報提供など
により、学生の就職
を支援する。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

42202
千葉市就職相
談室

求人情報をパソコン
などで提供し、希望
する職の紹介を行
う。また、就職の結
果を事業者から受け
る。

来所者数19,605人
就職者数685人

10,223

稲毛区役所内に設置し
た千葉市ふるさとハ
ローワークにおいて、
職業紹介と就労・生活
相談を行う。

11,465 Ⅱ Ａ
経済企画
課

42203 就職面接会

就職希望者と事業主
との就職面接会を関
係機関と共催する
（障害者や高卒者へ
の就職支援）。

10月16日に障害者就職
面接会と新規高卒者面
接会を実施。

810
障害者就職面接会と新
規高卒者面接会を実施
する。

881 Ⅱ Ａ
経済企画
課

42204
就職活動に対
する支援

就職者に職業適性や
面接の対処方法、履
歴書や職務経歴書の
書き方指導などの個
別指導を行う。

労働相談員兼務 ― 労働相談員兼務 ― Ⅱ Ａ
経済企画
課

③多様な就業形態についての情報提供

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

42301
多様な就業形
態についての
情報提供

ワークシェアリング
や在宅勤務、短時間
正社員制度など多様
な就業形態について
情報を収集、提供す
る。

情報資料センターにお
いて情報の収集、提供
をした。

―
情報資料センターにお
いて情報の収集、提供
をする。

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

④働きながら育児や介護を行うための支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

42401
企業内保育所
助成事業

企業内保育所の開設
及び運営に対し、補
助金を交付する。

補助金の交付申請なし 0
企業内保育所の開設及
び運営に伴う助成を実
施する。

140 Ⅰ Ｃ
保育運営
課

講座
・イクメン出張講座
受講者29人
・イクメン講座Ⅰ・Ⅱ
受講者63人
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ
受講者30人

・講座243
・登録制度84

講座
・イクメン講座（出
前）
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ

・講座139
・登録制度108

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

― ― ― ― ― ―
経済企画
課

42403

企業の社内研
修等の場を活
用した出前講
座

結婚前の方や子育て
中の方に、企業の社
員研修等の場を活用
して、「家庭教育講
座」などの出前講座
を実施するととも
に、その場を活用し
て市の子育て支援に
係る情報の提供を行
う。

― ― 実施に向け検討 ― ― ―
こども企
画課

施策の方向性３　男女の職業能力の開発と向上

①仕事に関する情報提供や啓発

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

43101
労働者向け情
報誌発行事業

勤労者向けの各種情
報を情報紙、ガイド
ブック、インター
ネット等を通じて提
供する。

1 「ゆるり」への記事
掲載　年6回実施
2 ホームページは随時
更新（最低賃金改定
等）

286

1 「ゆるり」への記事
掲載　年6回
2 ホームページは随時
更新（最低賃金改定
等）

300 Ⅲ Ｃ
経済企画
課

②職業能力を磨く学習機会の提供

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

43201

キャリア形成
や自己表現等
に関する講座
の開催

男女共同参画セン
ターなどにおいて、
キャリアやライフプ
ラン、自己表現など
職業能力を開発・向
上させる講座を開催
する。

・アサーティブトレー
ニング講座Ⅰ・Ⅱ
　受講者51人
・女性のための就職応
援講座
　受講者6人

196

・アサーティブトレー
ニング講座Ⅰ・Ⅱ
・女性のための再就職
準備講座

221 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

43202
生活技能セン
ター運営事業

一般市民や身障者向
けに、洋裁や和裁、
手編み、着付け、刺
繍、簿記などの講習
会を開催する。ま
た、内職の相談、
あっせんを行う。

平成19年度事業廃止 ― ― ― ― ―
経済企画
課

42402

職場と家庭生
活等との両立
を支援する多
様な制度の普
及促進

育児休業や介護休
業、子育て期の勤務
時間短縮等措置な
ど、家庭生活等との
両立を支援する制度
について情報誌等で
情報提供を行う。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

施策の方向性４　ゆとりある働き方の促進

①労働時間の短縮と休暇取得に向けた意識啓発

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

・イクメン出張講座
受講者29人
・イクメン講座Ⅰ・Ⅱ
受講者63人
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ
受講者30人

243

・イクメン講座（出
前）
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ

139 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

― ― ― ― ― ―
経済企画
課

②勤労者に対する福利厚生の充実

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

44201
長沼原勤労市
民プラザ事業

長沼原勤労市民プラ
ザの部屋や体育館等
の提供と管理を行
う。

利用者数
120,056人
利用料金収入
19,091千円

指定管理者制度によ
り、指定管理者に管理
運営を委託

Ⅱ Ａ
経済企画
課

44202
蘇我勤労市民
プラザ事業

蘇我勤労市民プラザ
の部屋や体育館等の
提供と管理を行う。

利用者数
182,170人
利用料金収入
35,976千円

指定管理者制度によ
り、指定管理者に管理
運営を委託
＊平成27年9月1日～平
成28年3月31日は大規模
修繕で閉館、平成28年
度以降は、千葉市中央
区蘇我コミュニティセ
ンターとして運営

Ⅱ Ａ
経済企画
課

44203
幕張勤労市民
プラザ事業

幕張勤労市民プラザ
の部屋や体育館等の
提供と管理を行う。

利用者数
118,598人
利用料金収入
25,332千円

指定管理者制度によ
り、指定管理者に管理
運営を委託

Ⅱ Ａ
経済企画
課

44204
サービスセン
ター運営補助
金

（財）千葉市勤労者
福祉サービスセン
ターに、管理運営費
を補助し、中小企業
従業者の福利厚生を
支援する。

1 加入状況
会員数4,927人
（対前年 ＋42人）
2 事業所数
656事業所
（対前年 △4事業所）
3 中小企業退職金共済
制度
加入 新規0件
小規模企業共済制度加
入
新規4件
その他制度多数

47,701

中小企業勤労者の福祉
の向上と総合的な福利
厚生事業の実施のため
に、勤労者福祉サービ
スセンターに対し、管
理運営費を補助する。

51,988 Ⅲ Ｂ
経済企画
課

44101

労働時間短縮
や休暇取得に
向けた意識啓
発

家庭生活や地域活動
などとの両立と健康
維持のため、長時間
労働を見直し、休暇
取得の促進に向けた
意識啓発を行う。

133,685 99,164
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

基本目標５　自営の商工業や農林水産業の分野における男女共同参画の推進

施策の方向性１　自営の商工業や農林水産業等に従事する男女の協働の確立

①自営の商工業等における男女の経営参画と労働環境の整備

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

51101

千葉商工会議
所青年部・女
性会活動推進
事業補助事業

千葉商工会議所が実
施する青年部・女性
会活動推進事業費の
うち、研修会・講習
会等の講師謝礼・会
場費、印刷製本費の
一部を補助する。

22年度事業終了 ― ― ― ― ―
産業支援
課

51102
自営商工業の
労働環境に関
する実態調査

◆今後検討
家族従業者等に関す
る実態調査を行う。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

②農林水産業における男女の経営参画と労働環境の整備

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

51201
農業版ハロー
ワーク事業

農家で働いてみたい
市民と労働力を必要
とする農家が条件登
録し、条件にあった
相手と直接交渉し、
雇用またはボラン
ティア契約を結ぶた
めの支援を行う。

6・7月研修実施
（研修期間：4日）
研修参加者29名
（116人・日）

81

5・6月研修実施
（研修期間：4日）
研修参加者30名
（120人・日）

96 Ⅱ Ｂ
農業経営
支援課

51202
農業経営基盤
強化促進対策
事業

農村女性が能力を十
分発揮していくため
の条件整備等を促進
する。

家族経営協定は3件増
加。
女性認定農業者は1人が
法人化に伴い減少。

77
家族経営協定の推進
や、女性認定農業者数
の増加に取り組む。

111 Ⅰ Ｂ
農業経営
支援課

施策の方向性２　起業に対する支援

①起業に関する情報提供や研修

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

52101
女性のための
起業準備セミ
ナー

男女共同参画セン
ターにおいて、女性
の起業を支援するた
めの講座を開催す
る。

女性のための起業準備
講座　　受講者27人

56
女性のための起業準備
講座

56 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

52102
女性の起業に
関する情報提
供

情報誌等で、起業に
関する情報提供や女
性の起業事例を紹介
する。

女性のための起業準備
講座　　受講者27人

56
女性のための起業準備
講座

56 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

52103
相談・助言事
業

新たに創業を志す者
に対して、企業の立
ち上げにあたり必要
となる情報を提供し
たり、様々な課題の
解決を支援するため
に、窓口相談を行
う。

相談件数
1,868件

22,620

事業者・創業者等が抱
える経営課題や法律問
題について、コーディ
ネーター(5人)、専門相
談員(3人)、弁護士等に
よる相談を行い、事業
経営の円滑化を支援す
る。

27,000 Ⅱ Ｂ
産業支援
課

52104
コミュニティ
ビジネス支援
事業

コミュニティビジネ
スの情報提供及びシ
ンポジウムなどを通
じて普及啓発に努め
るとともに、起業に
向けた支援を行う。

1　コミュニティビジネ
ス・シンポジウムの開
催
2　ベンチャーカップ
CHIBAにおけるソーシャ
ルビジネス賞

248

1　コミュニティビジネ
ス・シンポジウムの開
催
市原市、四街道市、八
街市、習志野市、佐倉
市と連携して開催
2　ベンチャーカップ
CHIBAにおけるソーシャ
ルビジネス賞　表彰１
件

313 Ⅱ Ｂ
産業支援
課

②起業活動に対する支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

52201
空き店舗対策
事業

商店街等の空き店舗
を活用して、共同施
設等を設置するため
の賃貸料・改装費・
広告宣伝費の補助及
び学生と商店街の連
携事業への補助を行
う。

商店等開業型
平成22年度で終了

― ― ― ― ―
産業支援
課

52202
インキュベー
ト施設管理運
営事業

インキュベート施設
を設け、専任のコー
ディネーターを配
し、将来性のあるビ
ジネスプランを有す
る創業者を支援す
る。

1 ビジネス支援セン
ター
（ビジネスインキュ施
設14室、プレインキュ4
ブース）
2 富士見ビジネスイン
キュベート施設　8室
3 富士見商業インキュ
ベート施設　6室
4 中央分館 30席

38,105

1 ビジネス支援セン
ター
（ビジネスインキュ施
設14室、プレインキュ4
ブース）
2 富士見ビジネスイン
キュベート施設　8室
3 富士見商業インキュ
ベート施設　6室
4 中央分館 30席

42,268 Ⅱ Ｂ
産業支援
課

46



第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

基本目標６　家庭生活と職場や地域の活動等を円滑に行えるような支援

施策の方向性１　男女がともに担う家庭生活づくり

①家庭における共同参画意識の醸成

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

61101

家庭における
男女共同参画
を推進するた
めの広報・啓
発

情報誌等により、家
族的責任を果たすこ
との大切さを啓発す
る。

講座
・イクメン出張講座
受講者29人
・男性のための料理講
座　　受講者10人
・イクメン講座Ⅰ・Ⅱ
受講者63人
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ
受講者30人

・講座258
・登録制度84

講座
・イクメン講座（出
前）
・男性のための料理講
座Ⅰ・Ⅱ
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ

・講座169
・登録制度108

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

61102

家事・育児に
関する知識や
技術の習得
（男性料理教
室）

男女共同参画セン
ターにおいて、家事
や育児に関する知識
や技術を習得するた
めの講座を開催す
る。

講座
・イクメン出張講座
受講者29人
・男性のための料理講
座　　受講者10人
・イクメン講座Ⅰ・Ⅱ
受講者63人
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ
受講者30人

258

・イクメン講座（出
前）
・男性のための料理講
座Ⅰ・Ⅱ
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ

169 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

61103
勤労者家庭支
援施設の検討

勤労者の仕事と家庭
の両立に役立つ知
識・技能を習得する
ための機能及び生活
技能センターを包含
する施設を整備し、
仕事と育児・介護の
両立を図るための両
立支援セミナーの講
習会、OA機器等の技
能講習会等を実施す
る。

施設の老朽化に加え、
内職需要の減少や技能
講習の見直しにより平
成20年度より施設を廃
止し、内職相談は県の
雇用労働課へ、一部技
能講習は、勤労市民プ
ラザの自主事業として
引き継いだ。

― ― ― ― ―
経済企画
課

61104
家庭科教育の
充実

生活に必要な知識と
技術を身に付け、生
活を工夫創造してい
く実践的な態度を育
成する。

中学校技術・家庭科実
技研修会を椿森中・打
瀬中で2日間実施した。
また、教育課程研究協
議会、主任研修会等の
機会を利用して、指導
の重点や評価の在り方
について説明した。

285

学習指導要領実施上の
課題と改善等につい
て、主任研修会や実技
研修会を通して、技
術・家庭科教育を充実
させる。

303 Ⅱ・Ⅲ Ａ 指導課

61105

健康づくり推
進事業（お父
さんの料理教
室）

お父さんの料理教室
を各区の保健セン
ターで開催する。教
室終了後、サークル
活動に繋げる。

H23からシニア健康づく
り教室事業に統合

― ― ― ― ―
健康支援
課

61106
家庭教育支援
事業

地域に密着した子育
て支援事業を展開す
るため、地域の子育
てサポーター等で構
成する「家庭教育支
援チーム」により、
幼児から思春期まで
の子どもを持つ保護
者を対象に、学習機
会の提供や相談事業
を実施する。

① 家庭教育支援チーム
・小中台中学校区：こ
もんず
・真砂中学校区：すま
いる
②子育て・親育ち講
座：就学時健診等を活
用して家庭教育関連の
学習機会を提供する。
・開催回数12回（1,057
人）
③相談活動：子育てに
悩む親を対象に相談活
動を実施する。
・開催回数21回（141
人）
④地域協力者会議
　開催回数3回（69人）
⑤子育てサポータース
キルアップ講座：子育
てサポーター等を対象
に、地域における家庭
教育支援活動の企画・
運営等を担う人材を養
成する。
・開催回数3回（64人）

571 前年と同じ 608 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
生涯学習
振興課
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②子育てを地域で支えるネットワークづくり

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

61201
子育て支援総
合コーディ
ネート事業

「子育て支援館」に
おいて、各種子育て
サービスの情報を収
集し、インターネッ
ト等を活用して情報
の提供を行う。
また、子育てに関す
る相談を受け、サー
ビスの提供に必要な
援助や関係機関との
連絡調整を行う。

子育て支援館相談件数
（コーディネーター以
外の職員が対応した相
談も含む）2,512件

（No.61203に
含まれる）

引き続き、子育て支援
館において各種子育て
サービス情報を収集
し、インターネット等
を活用して情報の提供
や相談を行う。

（No.61203に
含まれる）

Ⅱ Ｂ
保育支援
課

61202
ファミリー・
サポート・セ
ンター事業

子どもを預けたい
人、預かることがで
きる人、双方の会員
を登録し、援助内容
に応じて仲介を行
う。

・会員数 5,073人
・活動件数 11,992件

14,312
引き続き、会員の登
録、援助活動の仲介を
行う。

14,191 Ⅱ Ｂ
保育支援
課

61203

地域子育て支
援センター事
業（子育て支
援館含む）

専門職員を配置し
て、育児不安等につ
いての相談指導や、
親子のふれあいの
場・遊ぶ場所の提供
や育児サークル支
援、子育てに関する
情報の提供を行う。

・実施施設 8か所
・利用者数 159,106人

121,493
引き続き、親子のふれ
あいの場・遊ぶ場所の
提供等を行う。

123,818 Ⅱ Ｂ
保育支援
課

61204

子育て支援関
係事業におけ
る父親の育児
参加奨励

地域子育て支援セン
ター等において、父
親の育児参加を促進
する講座やイベン
ト、レクリエーショ
ン活動などを実施す
る。

父親の育児参加を促進
する講座等の回数
286回

（No.61203、
No61301に含ま
れる）

引き続き、父親の育児
参加を促進する講座等
を実施する。

（No.61203、
No61301に含ま
れる）

Ⅰ Ｂ
保育支援
課

61205
保育所（園）
地域活動事業

地域の世代間交流、
異年齢児との交流、
子育て家庭への育児
講座、小学生低学年
児童受入、その他交
流事業を実施する。

公立保育所60カ所
民間保育園71カ所
計131カ所で実施した。

14,060
公立保育所等59カ所
民間保育園等109カ所
計168カ所で実施予定。

2,837 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
保育運営
課

61206
育児サークル
の支援

育児教室を終了した
母親や、地域の中で
リーダーとなる人々
が、中心となり活動
する育児サークルの
育成・支援のため
に、保健師等の派遣
を実施する。

育児サークル協力回数
402回
参加者数13,364人

―
育児サークルへの保健
師等の派遣

― Ⅱ Ｂ
健康支援
課

61207
子育てフォー
ラム（仮称）
の設置

地域における子育て
支援の地域ネットワ
－クの構築などを視
野に入れ、地域で活
動しているさまざま
な団体、個人が、子
育て支援の情報交換
の場として集う。

4区に設置されている子
育てフォーラムの実施
について、会場の貸出
等により支援した。
会場貸出：３回
開催後援：２回

0
4区に設置されている子
育てフォーラムの実施
を支援

― Ⅱ Ｂ
こども企
画課

③子育てに関する相談・支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

61301
子育てリラッ
クス館運営事
業

大型小売店舗、空き
店舗、幼稚園を活用
し、子育て中の親の
孤立感・閉塞感の解
消を図るため、子育
て中の親子が気軽に
集い、語り合い、交
流が図れる場を提供
するとともに、子育
てアドバイザーを配
置して育児相談を行
い、子育てへの負担
感を緩和する。

・実施施設 11か所
・利用者数 130,844人

79,070

施設を１か所新設する
とともに、引き続き、
親子のふれあいの場・
遊ぶ場所の提供等を行
う。

87,636 Ⅱ Ｂ
保育支援
課

61302
家庭児童相談
事業

各区保健福祉セン
ターこども家庭課に
非常勤嘱託職員の相
談員を配置し、個別
の各種相談業務、指
導・援助、児童相談
所への通告等を行
う。

・家庭相談員による相
談業務の実施
・家庭相談員の研修会
への参加

15,112
児童虐待や家庭におけ
る児童の養育に関する
相談等

15,308 Ⅱ Ａ
こども家
庭支援課
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事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

61303
子どもルーム
整備・運営事
業

原則として小学校1年
生から4年生の児童を
対象に、授業の終
わった後の遊び及び
生活の場を提供し、
指導員の活動支援の
下で児童の健全育成
を図る。
（平成28年度5年生、
平成29年度6年生まで
拡大予定。）

新規整備　25か所（高
学年子どもルーム）
増設　4か所
施設改善　4か所

2,060,921
新規整備　13か所（高
学年子どもルーム）
施設改善　4か所

2,440,818 Ⅱ・Ⅲ Ａ
健全育成
課

61304
MCG（マザー
＆チャイルド
グループ）

虐待傾向・育児困難
な母親に対し、グ
ループミーティング
による親と子の関係
作りを支援する。

各保健福祉センター
86回
延べ参加人数472人

1,600
各保健福祉センター
96回

1,416 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

61305
育児ストレス
相談

1歳6か月、3歳児健康
診査等で、育児不安
があり援助が必要な
親に対し、心理士、
保健師が個別相談を
行う。

開催回数　145回
延べ相談者数228人

1,390 開催回数 144回 1,413 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

61306
養育支援訪問
事業

4か月、1歳6か月、3
歳児健康診査等の結
果、育児不安の強い
家庭に対し、保健師
が訪問し、育児指導
や親の身体的・精神
的不調状態に対する
支援を行う。

養育支援訪問件数
3,136件

10,202
訪問日数
192日(週4日)×6区

12,713 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

61307
病児・病後児
保育事業

病気回復期などのた
め保育所等に預けら
れない場合で、保護
者が就労等により、
家庭での育児が困難
な場合に、診療所併
設の施設で保育を行
う。

・実施施設　8か所
・利用児童数　5,048人

96,153

施設の新設を図るとと
もに、引き続き、病
児・病後児の預かりを
実施する。

92,233 Ⅰ Ａ
保育支援
課

61308 育児教室

集団の親子遊びを通
して親の育児不安を
軽減し、積極的に育
児に取り組めるよう
にする。

事業終了
（育児支援サービスの
充実により）

― ― ― ― ―
健康支援
課

61309

子育てサポー
ター・家庭教
育アドバイ
ザー配置事業

子育てサポーター
は、公民館で活動し
ている子育てサーク
ルや家庭教育学級等
の相談、子育てに悩
みや不安をもつ親等
保護者に対して、指
導または相談に応じ
る。また、家庭教育
アドバイザー（臨床
心理士有資格者）
は、必要に応じ、専
門的な立場から相談
に応じるほか、子育
てサポーターへの助
言も行う。今後と
も、子育てサポー
ターの研修等を通じ
て、質的向上を図る
とともに、本事業を
より多くの方に周知
する。

・子育てサポーター委
嘱　33 人
・家庭教育アドバイ
ザー委嘱　6人
・「子育てママのお
しゃべりタイム」他相
談、社会教育活動の実
施（各公民館）
　開催日数149日
・子育てサポータース
キルアップ講座
開催回数3回

968 前年と同じ 804 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
生涯学習
振興課

④介護者への支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

61402
介護保険広報
事業

市政だよりやパンフ
レット、ホームペー
ジ、説明会などを通
じて、介護保険制度
の紹介を行う。

パンフレット
（41,000部）
リーフレット
（249,000部）

2,503

パンフレット
（43,000冊）
リーフレット
（278,000部）

3,726 Ⅱ・Ⅲ Ｂ
介護保険
課

61403

介護に関する
実技の習得
（男性介護講
座）

男女共同参画セン
ターにおいて、介護
に関する知識や技術
を習得するための講
座を開催する。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

61404
家族介護者研
修事業

家族介護者に対し、
介護の技術や知識を
伝達する場を提供
し、介護負担の軽減
を図る。

6回実施（各区１回）
参加者数　44人

133

27年度より、家族介護
者支援事業とし、家族
介護者研修のほか、家
族介護者への電話相
談、訪問レッスンを追
加する。

7,698 Ⅱ Ｂ
高齢福祉
課
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施策の方向性２　男女がともに担う地域社会づくり

①地域住民の交流促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

＜中央区＞
10/19（日）開催
中央公園・栄町ロード
ステージにおける地域
団体やグループを中心
としたステージと各種
出店等。
近接商店街によるイベ
ントも同時開催
参加者数　115,000人

3,225

＜中央区＞
10/18（日）
中央公園・栄町ロード
ステージ・きぼーるに
おける地域団体やグ
ループを中心としたス
テージと各種出店等。
近接商店街、中心市街
地まちづくり協議会に
よるイベントも同時開
催
参加者数　125,000人

3,487 Ⅲ Ｂ

＜花見川＞
区民まつり
10/26（日）開催
参加者数　約52,500人

3,150

＜花見川区＞
区民まつり
10/25（日）開催
参加者数　約52,500人

3,658 Ⅲ Ｂ

＜稲毛区＞区民まつり

10/19（日）開催
来場者数
延べ約40,000人

3,780

＜稲毛区＞区民まつり

10/25（日）開催
来場者数　延べ約
40,000人

3,894 Ⅲ Ａ

＜若葉区＞
雨により、メイン会場
は中止
スポーツイベントのみ
開催
延べ来場者　1,000人

1,615

＜若葉区＞
11/1（日）開催
第23回若葉区民まつり
開催

3,300 Ⅱ・Ⅲ Ａ

＜緑区＞
11/2（日）
第22回緑区ふるさとま
つり開催
参加者:52,000人

3,000

＜緑区＞
11/1（日）開催
第23回緑区ふるさとま
つり開催

3,382 Ⅲ Ｂ

＜美浜区＞
区民フェスティバル
10/5（日）開催
場所　稲毛海浜公園

上記を予定していた
が、荒天により中止し
た。

3,060

＜美浜区＞
区民フェスティバル
10/4（日）開催
場所　稲毛海浜公園
来場者数　66,000人

3,290 Ⅱ・Ⅲ Ａ

62102
コミュニティ
まつり

各コミュニティセン
ターの利用者による
コミュニティまつり
（各サークルの展示
会、発表会等）を開
催する。

指定管理者事業とし
て、13コミュニティセ
ンターで左記事業を実
施。

―

指定管理者事業とし
て、各コミュニティセ
ンターで左記事業を実
施予定。

― Ⅱ・Ⅲ Ａ

市民総務
課（各コ
ミュニ
ティーセ
ンター）

62103 公民館まつり

各公民館利用者によ
る公民館まつり（各
サークル・団体の展
示、発表等）を開催
する。

公民館文化祭を43館で
実施（10・11月）

―
公民館文化祭を41館で
実施予定（10・11月）

― Ⅱ・Ⅲ Ｂ

生涯学習
振興課
(各公民
館)

62101 区民まつり

６区において、区民
意識の醸成及び高揚
を図るため、区民主
体の実行委員会を設
置し、各種催物等を
実施する。

各区役所
地域振興
課
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

②地域活動への市民参画の推進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

62201

市民公益活動
促進事業
1 市民活動セ
ンター
2 ボランティ
アズカフェ
3 シニア世代
地域活動支援
セミナー

1 市民活動センター
　ボランティア活動
やＮＰＯ活動に関す
る情報提供や活動場
所の提供、活動に関
する相談などを行
う。
2 ボランティアズカ
フェ
　ボランティア情報
を総合的に提供し、
市民がボランティア
活動を知り、活動の
きっかけづくりとな
る場とする。
3 シニア世代地域活
動支援セミナー
　シニア世代の方々
が培ってきた豊かな
知識や経験を、ボラ
ンティア活動等の地
域活動に活かしてい
ただくことを目的
に、セミナーを開催
する。

1 千葉市民活動支援セ
ンター
・利用者数　16,239人
・会議室利用件数
1,218件
・登録団体数　683団体
・相談件数　127件

※シニア世代地域活動
支援セミナーについて
は、千葉市民活動支援
センターの指定管理業
務に包含。
　11/15,11/16の2日間
開催し、63人が参加。

16,435 前年度と同じ 17,216 Ⅱ Ｂ
市民自治
推進課

62202
地域ぐるみ福
祉ネットワー
ク事業

市社会福祉協議会が
行う地区部会活動へ
の支援や、ボラン
ティア養成等のボラ
ンティアセンター活
動事業に要する経費
を助成する。

市社会福祉協議会へ補
助

7,703
市社会福祉協議会へ補
助

7,448 Ⅰ Ｂ
地域福祉
課

62203
やってみよう
よまちづくり
支援事業

地区計画の策定な
ど、市民の地域レベ
ルでの自主的なまち
づくり活動に対し、
出前講座・アドバイ
ザー派遣・活動支援
補助により支援す
る。

・公開講座 1回
・出前講座 1回
・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣 14回
・活動支援補助 0地区

480
・公開講座 1回
・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣 8回
・活動支援補助 1地区

430 Ⅰ Ｂ
まちづく
り推進課

施策の方向性３　仕事と家庭生活等の両立を支援する職場づくり

①家庭生活等と両立しやすい職場づくりへの支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

63101

企業内保育所
助成事業
〔基本目標4-
2の再掲〕

企業内保育所の開設
及び運営に対し、補
助金を交付する。

補助金の交付申請なし 0
企業内保育所の開設及
び運営に伴う助成を実
施する。

140 Ⅰ Ｃ
保育運営
課

講座
・イクメン出張講座
受講者29人
・イクメン講座Ⅰ・Ⅱ
受講者63人
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ
受講者30人

・講座243
・登録制度84

講座
・イクメン講座（出
前）
・女性のための子育て
講座Ⅰ・Ⅱ

・講座139
・登録制度108

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

― ― ― ― ― ―
経済企画
課

63103

企業の社内研
修等の場を活
用した出前講
座
〔基本目標4-
2の再掲〕

結婚前の方や子育て
中の方に、企業の社
員研修等の場を活用
して、「家庭教育講
座」などの出前講座
を実施するととも
に、その場を活用し
て市の子育て支援に
係る情報の提供を行
う。

― ― 実施に向け検討 ― ― ―
こども企
画課

63104

事業所等にお
ける研修の支
援
〔基本目標4-
1の再掲〕

出前講座や講師派
遣、資料の提供な
ど、事業所等におけ
る従業員向け研修の
支援を実施する。

出前講座　12件
男女共同参画課や男女
共同参画センターから
講師を派遣し、男女共
同参画に関するセミ
ナーを開催。

―
事業所向け出前講座の
実施

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

63102

職場と家庭生
活等との両立
を支援する多
様な制度の普
及促進
〔基本目標4-
2の再掲〕

育児休業や介護休
業、子育て期の勤務
時間短縮等措置な
ど、家庭生活等との
両立を支援する制度
について情報誌等で
情報提供を行う。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

②事業所等における男女共同参画の取組の促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

63201

男女共同参画
推進事業者登
録制度
〔基本目標4-
1の再掲〕

男女共同参画を推進
する取組みを積極的
に行う事業者に対
し、登録を行い登録
証・登録マークを交
付し、ホームページ
等で広く市民に周知
する。

男女共同参画を推進す
る取り組みを積極的に
行う事業者の登録を行
い、ホームページ等で
事業者の紹介をした。
登録件数 12件（延べ75
件）

85

男女共同参画を推進す
る取り組みを積極的に
行う事業者の登録を行
い、事業者の紹介をす
る。

108 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

― ― ― ― ― ―
こども企
画課

平成26年度登録事業者
1,786者のうち、一般事
業主行動計画策定者数
429者

―

平成26･27年度千葉市建
設工事入札参加資格者
名簿への登録(追加）に
あたり、「次世代育成
支援対策推進法」に基
づく一般事業主行動計
画を策定している業者
は発注者別評価点につ
いて5点の加点を行う。

― Ⅱ Ｂ 契約課

63203

事業所等との
「協働と連
携」を進める
ためのネット
ワークの構築
〔基本目標4-
1の再掲〕

◆今後検討
意見交換や情報交換
などを通じて、「協
働と連携」を進める
ための場の設置につ
いて検討する。

― ― ― ― ― ―
男女共同
参画課

63204

子育て支援連
絡協議会（仮
称）の設置
〔基本目標4-
1の再掲〕

次世代育成支援を総
合的・効果的に推進
するための推進母体
として、子育て支援
連絡協議会（仮称）
を設置する。民間企
業、保育、教育、医
療関係者などを構成
メンバ－とした協議
会を設置し、市民等
への各種情報の提
供、各種イベント、
シンポジウム等を通
じて、次世代育成支
援のための幅広い普
及啓発活動を進める
中で、市民の理解の
醸成を図る。また、
事業主における次世
代育成支援などの取
組の普及・促進を図
る。

社会全体で子育て家庭
を支える意識の醸成等
を目的とした「赤ちゃ
んの駅」事業におい
て、民間企業等に事業
への賛同を働きかけ、
新たに民間企業11社の
協力を得た。

0

「赤ちゃんの駅」事業
への協力企業等の拡大
を図るとともに、より
広範で多様な取組につ
いて検討を行う。

― Ⅱ Ｂ
こども企
画課

施策の方向性４　ひとり親家庭への支援

①ひとり親家庭の自立支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

64101
母子婦人相談
事業

母子世帯及び寡婦の
状況を把握し、相談
等を実施するなど、
自立に必要な指導を
行う母子自立支援
員・婦人相談員を配
置し、面接・相談・
母子寡婦福祉資金の
貸与に関する事務を
行う。

母子自立支援員相談件
数
10,253件
婦人相談員相談件数
2,313件

28,708

母子自立支援員・婦人
相談員を配置し、母子
世帯及びDV被害者へ面
接・相談を実施すると
ともに、母子寡婦福祉
資金の貸与に関する事
務を行う。

30,225 Ⅱ Ａ
こども家
庭支援課

64102
ひとり親家庭
等高校就学扶
助助成事業

ひとり親家庭等の保
護者に対し、高等学
校等に在学するため
の経費の一部を助成
する。

― ― ― ― ― ―
こども家
庭支援課

64103
ひとり親家庭
医療費助成事
業

ひとり親家庭等の保
護者に対し、保険診
療の範囲内で、医療
費の助成を行う。

延べ支給人数
85,865件

227,047
延べ支給人数
90,684件

236,980 Ⅰ Ｂ
こども家
庭支援課

64104
母子家庭等就
業・自立支援
センター事業

市とハローワークが
連携し、就業相談や
就労に関する情報を
提供する。
就業に結びつきやす
い資格取得のための
講習会を実施する。

・就業相談
・就業支援講習会の開
催

12,081
・就業相談
・就業支援講習会の開
催

13,118 Ⅰ Ａ
こども家
庭支援課

63202

男女共同参画
推進状況の入
札・契約制度
への反映
〔基本目標4-
1の再掲〕

◆今後検討
事業者の取組を促進
するため、市の入札
参加資格審査におい
て、男女共同参画推
進状況等を審査項目
に加えるなど、入
札・契約制度につい
て検討する。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

64105
自立支援訓練
給付金事業等

より良い就業に向け
た能力を開発するた
めに「自立支援訓練
給付金」「母子家庭
高等技能訓練促進事
業」を実施する。

・自立支援教育訓練給
付金　3人
・高等職業訓練促進給
付金　46人
・高等職業訓練修了支
援給付金　10人

42,042

・自立支援教育訓練給
付金　9人
・高等職業訓練促進給
付金　39人
・高等職業訓練修了支
援給付金　5人

40,405 Ⅰ Ａ
こども家
庭支援課

64106
ひとり親家庭
生活支援事業

ひとり親家庭の生活
基盤の安定を図るた
め、「生活支援講
習」、「児童訪問援
助」他をメニュー化
し、地域の実情に応
じて選択的に実施す
る。

電話相談　平日249日
　　　　　休日65日
養育費や面会交流など
の電話相談(月4回）
生活支援講習会（年4
回）

3,368

電話相談　平日246日
　　　　　休日68日
養育費や面会交流など
の電話相談(月4回）
生活支援講習会（年4
回）

3,388 Ⅰ Ｂ
こども家
庭支援課

②保護養育の場の提供

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

64201

子育て短期支
援事業
（ショートス
テイ）

保護者が病気や社会
的理由により、家庭
での養育ができない
場合に一時的に児童
福祉施設等で養育を
行う。

児童福祉施設等5か所で
実施
・利用児童数 354人
・利用延べ日数 885日

4,837

児童福祉施設等5か所で
実施
・利用延べ日数
1,007日

5,515 Ⅰ Ａ
こども家
庭支援課

64202

子育て短期支
援事業
（トワイライ
トステイ）

保護者が仕事等で帰
宅が夜間にいたる場
合や休日に不在の場
合などに児童福祉施
設で夕方から夜間、
休日に養育を行う。

児童福祉施設4か所で実
施
・利用児童数 534人
・利用延べ日数
　1,897日

3,550

児童福祉施設等4か所で
実施
・利用延べ日数
　2,253日

4,158 Ⅰ Ａ
こども家
庭支援課
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

基本目標７　男女共同参画を推進する民間団体との連携と支援

施策の方向性１　男女共同参画を推進する民間団体への支援

①男女共同参画を推進する団体への支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

71101
民間団体に対
する活動支援

男女共同参画社会実
現に向けて活動して
いる団体やグループ
の交流及びネット
ワーク形成の支援、
情報の発信・収集を
目的に団体登録を行
う。登録団体に対
し、交流コーナー設
置のメールボックス
の貸出や情報提供な
ど、様々な支援を行
う。

は～もねっと登録団体
数　　63団体

―
は～もねっと登録団体
の募集、登録及び交流
会の実施

― Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課

71102
社会教育関係
団体への補助

社会教育の一環とし
て、女性のグループ
学習・社会教育活動
振興につながる団体
事業への補助を行
う。

平成23年度事業終了
（団体事業は継続）

― ― ― ― ―
生涯学習
振興課

②男女共同参画を推進する人材の育成

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

71201
民間団体を支
える人材の育
成

男女共同参画を推進
する団体を支える人
材育成のために、
リーダー養成講座や
グループ活動ステッ
プアップセミナーな
どを開催する。

ファシリテーター養成
講座　受講者35人

85
ファシリテーター養成
講座

84 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

71202

成人・女性教
育事業（女性
リーダーの養
成）

社会教育関係団体の
女性リーダー養成や
団体間の交流を目的
とする事業を実施す
る。

平成23年度事業終了 ― ― ― ― ―
生涯学習
振興課

施策の方向性２　男女共同参画を推進する民間団体の交流と連携の推進

①男女共同参画を推進する団体の連携強化

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

72101
千葉市女性
フォーラムの
開催

市民団体の活動推
進、ネットワーク化
や男女共同参画セン
ターとの連携強化の
ため、団体と共同で
シンポジウムなどを
開催する。

・フォーラム実施講座
（全4回、9月3日、10
日、17日、24日実施）
受講者11名
・ちば男女・みらい
フォーラム１回開催（2
月28日実施）
参加者80人

514

・フォーラム実施講座
（6･7月実施）
・ちば男女・みらい
フォーラム１回開催（2
月実施予定）

659 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

72102

千葉市男女共
同参画セン
ターまつりの
開催

市民団体や市民との
協働により、男女共
同参画に関する講座
や講演会、展示など
を行うイベントを開
催する。

12月13日、14日実施
参加者2,075人
主催企画　　 8企画
市民団体企画29企画

716

4月　実行委員募集
7月　市民参加団体募集
12月12日、13日開催予
定

1,102 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
男女共同
参画課
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②男女共同参画を推進する市民や団体との協働促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

72201
市民企画講座
の開催

千葉市男女共同参画
センターにおいて、
市民の企画運営によ
る男女共同参画に関
する講座の開催を支
援する。

市民企画講座Ⅰ　受講
者18人　企画団体　NPO
法人女性ネットSaya-
Saya
市民企画講座Ⅱ　受講
者27人　企画団体　一
般社団法人ひと・くら
しサポートネットちば

45 市民企画講座Ⅰ・Ⅱ 38 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

72202

市民公益活動
促進事業
1 市民活動セ
ンター
2 ボランティ
アズカフェ
3 シニア世代
地域活動支援
セミナー
〔基本目標6-
2の再掲〕

1 市民活動センター
　ボランティア活動
やＮＰＯ活動に関す
る情報提供や活動場
所の提供、活動に関
する相談などを行
う。
2 ボランティアズカ
フェ
　ボランティア情報
を総合的に提供し、
市民がボランティア
活動を知り、活動の
きっかけづくりとな
る場とする。
3 シニア世代地域活
動支援セミナー
　シニア世代の方々
が培ってきた豊かな
知識や経験を、ボラ
ンティア活動等の地
域活動に活かしてい
ただくことを目的
に、セミナーを開催
する。

1 千葉市民活動支援セ
ンター
　・利用者数　16,239
人
　・会議室利用件数
1,218件
　・登録団体数　683団
体
　・相談件数　127件

※シニア世代地域活動
支援セミナーについて
は、千葉市民活動支援
センターの指定管理業
務に包含。
　11/15,11/16の2日間
開催し、63人が参加。

16,435 前年度と同じ 17,216 Ⅱ Ｂ
市民自治
推進課
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基本目標８　生涯にわたる心身の健康と性に関する理解への支援

施策の方向性１　性や健康への理解の促進と健康づくり

①性や健康に関する知識の普及啓発

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

81101
性や健康に関
する情報提供
や講座の開催

性や健康に関する正
しい知識を習得する
ために、情報提供を
行う。また、千葉市
男女共同参画セン
ターなどにおいて、
更年期など性や健康
に関する講座を開催
する。

女性のための健康講座
受講者39人
子どものための健康セ
ミナー　受講者34人

112
女性のための健康講座
子どものための健康セ
ミナー

112 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

81102
学校保健充実
事業

児童生徒の健康課題
に対応するため、性
教育をはじめ、薬物
乱用防止教育、喫煙
防止教育、生活習慣
病に関する教育等、
自他ともに大切にす
る教育を実施する。

児童生徒の健康課題に
対応するため、性教育
をはじめ、薬物乱用防
止教育、喫煙防止教
育、生活習慣病に関す
る教育等、自他ともに
大切にする教育を実施
した。

0

児童生徒の健康課題に
対応するため、性教育
をはじめ、薬物乱用防
止教育、喫煙防止教
育、生活習慣病に関す
る教育等、自他ともに
大切にする教育を実施
する。

18 Ⅱ Ａ
保健体育
課

81103 思春期教室

思春期の子ども及び
その親に対して、思
春期の心とからだの
発達とその特徴、対
応について知識の普
及及び相談を実施す
る。

思春期教室
開催回数38回
参加者数3,725人

162
思春期教室
開催回数18回

202 Ⅰ Ｂ
健康支援
課

81104
エイズ対策推
進事業

エイズに関する正し
い知識の普及啓発、
高等学校等における
エイズ予防に関する
講演会への講師派
遣、ＨＩＶ等抗体検
査及びエイズ相談カ
ウンセリングを実施
する。

・休日即日検査
・エイズ予防に関する
講演会への講師派遣
・ＨＩＶ検査普及週間
や世界エイズデーに係
る啓発物の掲示
・ＨＩＶ等抗体検査
・エイズ相談カウンセ
リング

7,228

・休日即日検査
・エイズ予防に関する
講演会への講師派遣
・ＨＩＶ検査普及週間
や世界エイズデーに係
る普及、啓発
・ＨＩＶ等抗体検査
・エイズ相談カウンセ
リング

6,768 Ⅱ Ａ
健康企画
課

81105 健康教育事業

糖尿病、喫煙の2領域
については、個別に
保健師や栄養士等が
指導をする。また、
健康上の問題に関す
る知識について、要
指導者と希望者に
テーマごとの講習会
等を実施する。

個別健康教育　喫煙
81人
集団健康教育（転倒骨
折予防教室を含む）
251回

5,497

個別健康教育
喫煙　200人
集団健康教育（転倒骨
折予防教室を含む）295
回

6,155 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

81106

健康づくり推
進事業（健康
づくり実践教
室の開催等）

保健福祉センター健
康課において、健康
づくりを心がけ実践
する人を増やす。

健康づくり実践教室
74回

577 食の実践教室　48回 417 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

81107
男性の心身の
健康への支援

男性の心身の健康に
関する講座や情報提
供を実施する。

男性電話相談
・男性臨床心理士が対
応
・日時　毎週金曜日
18時30分～20時30分

750

男性電話相談
・男性臨床心理士が対
応
・日時　毎週金曜日
18時30分～20時30分

750 Ⅰ・Ⅲ Ａ
男女共同
参画課

81108

保健福祉体験
事業
（赤ちゃんふ
れあい体験事
業）

中学生を対象に乳幼
児とふれ合う体験学
習を行い、健全な父
性及び母性を育て
る。

赤ちゃんふれあい体験
学習
開催回数 11会場
参加者数2,314人

51
赤ちゃんふれあい体験
学習
開催回数 6会場

163 Ⅰ Ｂ
健康支援
課

②性や健康に関する相談の充実

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

81201
女性の健康支
援事業

女性特有の健康問題
について気軽に相談
できる体制を整え
る。相談者は専用電
話で保健師による相
談を受けるととも
に、必要に応じて、
女性医師等による健
康相談を受ける。

専用電話相談　669件
医師相談　　　 19件
助産師相談　　 31件
健康教育（乳がん検
診）126回

5,080

・専用電話相談
（平日9時～12時、13時
～16時）
・医師相談（月1回）
・助産師相談
（6区健康課にて各区2
か月に1回）
・健康教育

5,656 Ⅰ Ｂ
健康支援
課

81202 健康相談事業

幅広く相談できる窓
口を開設し、高血
圧、高脂血症、糖尿
病等の相談を行う。
対象者の心身の健康
に関する指導、助言
を行う。

相談者数　12,917人 1,593
平日9時～12時、13時～
16時

1,684 Ⅱ Ｂ
健康支援
課
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事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

81203
保健福祉総合
相談事業

各区の保健福祉総合
相談窓口において、
保健福祉に関する相
談を行い、関係課等
に的確に引き継ぐこ
とにより、利用者一
人ひとりのニーズに
対応した保健福祉
サービスの提供を行
う。

保健福祉総合相談窓口
常設相談件数37,077件

― ― ― Ⅱ Ｂ
保健福祉
総務課

③日々の健康づくりの支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

81301
ヘルスサポー
ターの養成教
室

自ら健康づくりを実
践するとともに、健
康づくりを実践する
仲間づくりを進める
ヘルスサポーター養
成教室を開催する。

教室回数54回
参加者数618人

281 教室回数72回 653 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

81302
食生活改善事
業

地区ボランティアと
して活動する食生活
改善推進員の養成及
び教育をする。ま
た、食生活改善推進
員の地区活動を支援
する。

中央研修会　3回
地区研修　60回
地区伝達講習会　557回

4,015
中央研修会　2回
地区研修　60回
地区伝達講習会　450回

4,097 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｂ
健康支援
課

81303

千葉市スポー
ツ教室レ
ディーススイ
ミング

健康で活力に満ちた
市民生活の推進と継
続したスポーツ活動
の普及発展を図るた
め、「健康づくり、
仲間づくり」の場と
して開催する。

延べ321名が参加 257

5月12日～6月30日の火
曜日中央コミュニティ
センタープール、10月
19日～12月14日の月曜
日北谷津温水プールに
て、いずれも8回教室、
定員30名

258 Ⅰ Ａ
スポーツ
振興課

81304

市民ゴルフ場
におけるレ
ディースゴル
フ教室等の開
催

より多くの人がゴル
フに親しむことので
きるよう、未経験者
向けの体験会や初心
者向けのスクール等
のゴルフ教室、コン
ペを実施し、「健康
づくり、仲間づく
り」の場として開催
する。

・お試しゴルフ体験会
　レディース
年10回23人
・ゴルフスクール
　レディース
　年12回71人
・ゴルフアカデミー
　レディース
　年12回93人
・レディースコンペ
　年0回0人
・レディース選手権
  年0回0人

指定管理者実
施の事業であ
り、女性向け
事業単独での
計上はしてい
ない。
なお、独立採
算制導入のた
め、指定管理
委託料なし。

・お試しゴルフ体験会
　レディース　年12回
・ゴルフスクール
　レディース　年12回
・ゴルフアカデミー
　レディース　年12回
・レディースコンペ
　年3回

指定管理者実
施の事業であ
り、女性向け
事業単独での
計上はしてい
ない。
なお、独立採
算制導入のた
め、指定管理
委託料なし。

Ⅰ Ｂ
スポーツ
振興課

施策の方向性２　妊娠・出産期の父母への支援と乳幼児の発育支援

①安心・安全な妊娠や出産の支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

82101
エンゼルヘル
パ－派遣事業

妊娠中や出産後間も
ない核家族家庭を対
象にヘルパーを派遣
し、家事援助や育児
援助を行う。

・利用人数　317人
・利用回数　1,223回

5,471
引き続き、ヘルパー派
遣による家事・育児援
助を行う。

6,061 Ⅱ Ｂ
保育支援
課

82102
出産育児一時
金

国民健康保険の被保
険者が出産したと
き、世帯主に対し、
出産育児一時金を支
給する。

1件39万円※1、産科医
療補償制度対象分娩は
これに3万円※2を加
算。
H27.1.1以降の出産は、
※1 40万4千円、※2 1
万6千円。
1,061件に支給

441,609

1件40万4千円、産科医
療補償制度対象分娩は
これに1万6千円を加
算。
1,128件予定。

508,620 Ⅱ Ａ
健康保険
課

82103 出産費貸付金

国民健康保険の被保
険者で出産育児一時
金の支給が見込まれ
る世帯主に対し、出
産に要する費用を貸
し付けする。

平成21年度事業終了 ― ― ― ― ―
健康保険
課

82104
妊娠中毒症療
育援護事業

妊娠中毒症等療育援
護事業該当者に助成
する。

平成22年度事業終了 ― ― ― ― ―
健康支援
課
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事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

82105
未熟児養育医
療給付事業

体重2,000ｇ以下の児
及び生活力が特に弱
い児で入院養育が必
要な者に医療給付を
行う。

延べ助成件数：416件 47,620 延べ助成件数：510件 53,935 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

82106
助産施設運営
費

助産施設へ入所し、
出産した妊産婦に助
産費用を支出する。

利用人数　46人 20,769 利用見込人数　48人 19,601 Ⅲ Ｂ
こども企
画課

82107
出産育児一時
金直接支払制
度

世帯主が、医療機関
等との間に、出産育
児一時金の支給申請
及び受取に係る代理
契約を締結すること
により、医療機関等
が世帯主に代わって
千葉市と直接、出産
一時金の支給申請及
び受取を行う。

1件39万円※1、産科医
療補償制度対象分娩は
これに3万円※2を加
算。
H27.1.1以降の出産は、
※1 40万4千円、※2 1
万6千円

事業No.82102
に含む

1件40万4千円、産科医
療補償制度対象分娩は
これに1万6千円を加
算。

事業No.82102
に含む

Ⅱ Ａ
健康保険
課

82108
出産育児一時
金受取代理制
度

あらかじめ受取代理
用の申請書に出産予
定の医療機関等から
同意をもらい申請す
ることにより、出産
育児一時金を世帯主
が受け取る代わりに
千葉市から直接医療
機関等に支払う。

1件39万円※1、産科医
療補償制度対象分娩は
これに3万円※2を加
算。
H27.1.1以降の出産は、
※1 40万4千円、※2 1
万6千円

事業No.82102
に含む

1件40万4千円、産科医
療補償制度対象分娩は
これに1万6千円を加
算。

事業No.82102
に含む

Ⅱ Ａ
健康保険
課

②不妊治療に対する支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

82201

不妊専門相談
センター・特
定不妊治療費
助成

不妊に関する複雑な
悩みに対し、専門
的・医学的な相談・
支援を行うため、不
妊専門相談センター
を設置する。また、
不妊に悩む夫婦の経
済的負担軽減を図る
ため、治療費の助成
を行う。

1 不妊専門相談
 開催回数 23回（H26の
み医師・助産師相談別
日で実施）
2 特定不妊治療費助成
 1,086件

146,650

1 不妊専門相談
  開催回数 12回
2 特定不妊治療費助成
 1,710件

234,641 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

③乳幼児やその親への支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

82301
妊産婦・新生
児訪問指導

訪問指導員が、妊産
婦・新生児の家を訪
問し、出産・育児等
に係る様々な相談に
応じる。

妊産婦訪問件数
4,624件
新生児訪問件数
4,147件

17,697
訪問日数
290日×6区

13,713 Ⅱ・Ⅲ Ｂ
健康支援
課

82302
発達・療育相
談

主として運動発達面
に関して詳細な相談
が必要な乳幼児を対
象に、小児神経科専
門医による発達相談
を行う。また、乳幼
児相談及び各健康診
査の二次健康診査の
場として整形外科医
による診察、保健師
による相談を実施す
る。

発達相談
実施回数　6回
相談者数　17人

180
発達相談
実施回数 6回

180 Ⅱ・Ⅲ Ｂ
健康支援
課

82303
育成医療・療
育医療給付事
業

身体に障害のある児
童又はこれを放置す
ると将来独立自活す
る上で支障となる身
体的不自由を残すお
それがある児童に対
し、手術又は疾病を
克服するために必要
な医療費等の一部を
公費負担する。
また、骨関節結核及
び結核にかかった児
童に対する医療の一
部を公費負担すると
ともに、療養生活に
必要な日用品と学校
教育を受けるのに必
要な学用品の支給を
行う。

1 育成医療
　延べ助成件数 533件
2 療育医療 0件

15,395
1 育成医療
　延べ助成件数 724件
2 療育医療 0件

16,227 Ⅱ Ｂ
健康支援
課
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

82304

健康診査等①
（妊婦一般健
康診査（B型
肝炎検査含
む））

妊娠期の健康管理を
行うため、医療機関
に委託し妊娠中に１
４回の健康診査を実
施する。

妊婦健康診査受診数
延べ　92,647件

647,713
妊婦健康診査受診数見
込み
延べ　92,092件

646,063 ― Ｂ
健康支援
課

82305

健康診査等②
（乳児、4か
月児、1歳6か
月児、3歳児
健診等）

保健所・保健福祉セ
ンター、指定・協力
医療機関等におい
て、各種健康診査を
実施するとともに、
母親に対して各種相
談・助言等を実施す
る。

1 乳児一般健康診査
　2回
2 4か月児健康診査
　160会場
3 1歳6か月児健康診査
  152会場
4 3歳児健康診査
　152会場

180,661

1 乳児一般健康診査
　2回
2 4か月児健康診査
　160会場
3 1歳6か月児健康診査
  152会場
4 3歳児健康診査
　152会場

185,496 ― Ｂ
健康支援
課

82306 離乳食教室
離乳食教室を各区の
保健福祉センターで
開催する。

離乳食教室　51回 555 離乳食教室　50回 591 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

82307
母親＆父親学
級

妊婦及びそのﾊﾟｰﾄﾅｰ
に対し保健師・栄養
士・歯科衛生士・助
産師により、妊娠中
及び産後の保健、お
産の準備、育児、父
親の役割などわかり
やすく指導する。

母親学級　162回
参加者数　3310人
父親学級　54回
参加者数　928人

1,101
・母親学級 174回
・父親学級  58回

1,246 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

82308 育児相談

乳幼児が心身共に健
やかに発育をするこ
とを目的に保健師・
管理栄養士・歯科衛
生士が相談を実施す
る。

乳幼児相談実施回数
558回
相談者数　3,360人

―
乳幼児相談
開催回数 550回

― Ⅱ Ｂ
健康支援
課

82309
出産・育児の
電話相談

保健福祉センターに
育児相談専用の直通
電話を開設。出産す
る病院の情報、新生
児の育児に関する相
談への対応を保健師
が中心に実施する。
（内容により助産
師、管理栄養士、歯
科衛生士に引き継
ぐ。）

出産・育児の電話相談
については、専用電話
ではなく、保健福祉セ
ンター健康課の保健
師、管理栄養士、歯科
衛生士、助産師により
対応している。

―

出産・育児の電話相談
については、専用電話
ではなく、保健福祉セ
ンター健康課の保健
師、管理栄養士、歯科
衛生士、助産師により
対応する。

― Ⅱ Ｂ
健康支援
課

施策の方向性３　生涯にわたる健康を支援する医療の充実

①身近な医療の推進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

83101

両市立病院運
営管理事業
（女性専用外
来の実施）

更年期障害など女性
ホルモンに起因す
る、のぼせ・ほて
り・倦怠感・尿失禁
や骨粗しょう症など
の女性特有の疾患に
対する医療を提供
し、生涯にわたる健
康の維持を目的とし
た「女性専用外来」
を運営する。

・青葉病院
事業計画通り実施
１日平均患者数 2.4人

・海浜病院
事業計画通り実施
診療日数：47日
患者数：198人
１日平均患者数4.21人

3,168

・青葉病院
女性専用外来
毎週水曜日
9:00～12:00
予約方法　電話

・海浜病院
女性相談外来
毎週木曜日
13:40～15:20
完全予約制
予約方法　電話

2,808 Ⅰ Ａ

病院局
経営企画
課

青葉病院
地域連携
室

海浜病院
地域連携
室

83102
地域保健推進
員活動

地域保健推進員が2か
月児のいる家庭を訪
問し、育児に関する
情報提供を行う。

地域保健推進員　179人
訪問件数　7,430人

7,519 地域保健推進員 180人 7,678 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

83103
老人医療費助
成事業

68・69歳（60歳以上
で障害認定を受けた
方なども含む）で市
民税非課税者の保険
診療を70歳以上の高
齢者と同様の自己負
担額で、医療機関で
受診できるように助
成する。

平成19年度事業終了 ― ― ― ― ―
健康保険
課

施策の方向性４　高齢者や障害者の自立支援と社会参加

①介護や疾病の予防

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

84101 機能訓練事業

機能低下を予防する
ため、日常生活動作
の訓練や地域におけ
る社会参加などに重
点を置いた活動を行
う。また、転倒予防
のため、栄養・運動
指導等を行う転倒骨
折予防教室を実施す
る。

H25年度より、「健康教
育事業」（№81105）に
統合

― ― ― ― ―
健康支援
課

59
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事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

84102 訪問指導事業

対象者の家を訪問
し、家庭における療
養、介護予防、機能
訓練の方法や疾病予
防、栄養、口腔内衛
生、認知症等に関す
る指導をする。

訪問指導延人員 423人 3,309 訪問指導延人員 574人 4,151 Ⅱ Ｂ
健康支援
課

84103
生きがい活動
支援通所事業

高齢者が、いきいき
プラザ・いきいきセ
ンターで実施する日
常動作訓練や趣味活
動などに参加し、介
護が必要になる状態
になることを予防す
る。

いきいきプラザ
6か所
いきいきセンター
9か所
実施日
毎週火～金曜日
延利用者数46,062人

97,973

いきいきプラザ
6か所
いきいきセンター
9か所
実施日
毎週火～金曜日

107,189 Ⅱ Ｂ
高齢福祉
課

②高齢者の交流活動の促進

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

84201
楽しい教室づ
くり推進事業

地域の高齢者の指導
力を学校教育の場に
積極的に活用する。

平成22年度より、「子
どもの夢をはぐくむ学
校サポート推進事業」
（№84203）に統合

― ― ― ― ― 指導課

84202
老人つどいの
家運営事業

一般家庭の居室の一
部を提供してもら
い、高齢者相互の交
流、教養、娯楽を図
る場として開放す
る。

平成22年度事業終了 ― ― ― ― ―
高齢福祉
課

84203

子どもの夢を
はぐくむ学校
サポート推進
事業

確かな学力の育成や
特別に支援を要する
児童・生徒への対応
等を行うため、退職
教員や地域住民・学
生等のボランティア
を学校支援員として
配置する事業をＮＰ
Ｏに委託する。

市内の小・中・特別支
援学校９４校に１２８
人の学校支援員を配置
した。

1,967

市内の小・中・特別支
援学校からの支援要望
に応じて、ＮＰＯちば
教育夢工房に委託し
て、学校支援員を配置
する。

2,188 Ⅱ Ａ 指導課

③障害者や高齢者等が暮らしやすいまちづくり

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

― ― ― ― ― ―
地域福祉
課

多機能トイレの整備
（軌道駅舎）

15,592
多機能トイレの整備
（軌道駅舎）

14,500 Ⅱ Ａ
交通政策
課

①千葉県まちづくり条
例
　届出・信性件数
　72件
　適合件数
　5件
②バリアフリー法
　届出件数
　16件
　認定件数
　1件

ー

①千葉県福祉のまちづ
くり条例の届出により
指導・助言を行い、整
備基準を推進する。
②バリアフリー法の認
定等により、望ましい
レベル基準に誘導して
いく。

ー Ⅱ・Ⅲ Ａ
建築指導
課

― ― ― ― ― ―
公園管理
課

・歩道の段差改善
  21箇所
・視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置4.11㎞

99,340

・歩道の段差改善
  43箇所
・視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置12.6㎞

150,000 Ⅱ Ａ
維持管理
課

84301

障害者や高齢
者にやさしい
まちづくり事
業

障害者や高齢者が積
極的に社会参加でき
るよう、安全かつ快
適に利用しやすい施
設の整備を目指し、
特定建築物及び公益
的施設等の事業者に
事業の協力を求める
とともに指導助言を
する。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

1 都市再生機構（Ｕ
Ｒ）が提供している高
齢者向け優良賃貸住宅
の情報提供
2 サービス付き高齢者
向け住宅の登録
・登録件数 37件
（1,497戸）
　(※H26年度末時点)

― 前年度と同じ ― Ⅱ・Ⅲ Ｂ
住宅政策
課

宮野木町第１団地第二
期建替事業（建築主
体・設備・屋外整備・
公園整備工事）
　
桜木町団地建替事業
（解体工事・実施設
計）

1,612,748

桜木町団地建替事業
（杭打工事・建築主
体・設備工事）

宮野木町第２団地建替
事業（解体工事・実施
設計）

小倉台団地建替事業
（基本設計）

356,000 Ⅱ・Ⅲ Ｂ
住宅整備
課

84303
千葉市民間賃
貸住宅入居支
援制度

60歳以上の単身者ま
たは60歳以上の高齢
者を含む世帯等に対
し、（一社）千葉県
宅地建物取引業協会
千葉支部および（公
社）全日本不動産協
会千葉県本部の協力
のもと、民間賃貸住
宅の情報を提供する
制度を実施。

1 制度概要チラシ作
成・配布
2 すまいアップコー
ナーにて随時相談受付
（月～金曜および第1・
3日曜の10時～15時）
・相談件数　204件
・申込数     58件
・成約数      9件

― 前年度と同じ ― Ⅱ・Ⅲ Ｂ
住宅政策
課

④日常生活の支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

84401
介護相談員派
遣事業

介護相談員が施設等
を訪問して、利用者
等の相談を受け、そ
の内容を施設等の管
理者・職員に伝える
こと等により、利用
者等の不安・不満の
解消やサービスの質
の向上を図る。

20人の介護相談員が2人
一組で毎月1回・57か所
の事業所を訪問。
年間訪問回数
683回
年間訪問延人数
1,354人

7,508

20人の介護相談員が2人
一組で毎月1回・57か所
の事業所を訪問。
年間訪問回数
684回
年間訪問延人数
1,368人

8,509 Ⅱ Ｂ
介護保険
課

84402
在宅介護支援
センター運営
事業補助金

在宅介護等に関する
総合的な相談に応じ
る在宅介護支援セン
ターを運営する法人
に対し、補助金を支
給する。

平成25年度事業終了 ― ― ― ― ―
地域包括
ケア推進
課

84403

千葉市あんし
んケアセン
ター（地域包
括支援セン
ター）運営事
業

高齢者が、住み慣れ
た地域で安心した生
活が送れるよう、介
護予防ケアプランの
作成をはじめ、介護
や福祉などに関する
さまざまな相談に応
じるほか、権利擁護
などの支援を行う。

市内24か所設置
延相談件数 33,622件

578,973 市内24か所設置 637,130 Ⅱ Ｂ
地域包括
ケア推進
課

⑤障害者の自立と社会参加の支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

84501

千葉障害者就
業支援キャリ
アセンター事
業

千葉障害者就業支援
キャリアセンターの
運営に参画し、本市
の障害者の一般就労
を支援する。

相談件数 3,749件
(2,150件)
実習件数 433件(248件)
就職件数 43件(25件)

※(　)内は千葉市在住
の障害者の件数

7,250

千葉障害者就業支援
キャリアセンターの運
営に参画し、本市障害
者の一般就労を支援す
る。

7,376 Ⅱ Ａ
障害者自
立支援課

84502
ボランティア
活動支援事業

知的障害者のボラン
ティア活動を推進す
るため、その活動の
機会を用意するとと
もに便宜を図る。

参加人数　　1,907人
（内訳）
障害者本人　1,616人
支援者　　　　291人

526
月に５回程度、公園の
清掃等を行う。

556 Ⅱ Ａ
障害者自
立支援課

84503
就職面接会
〔基本目標4-
2の再掲〕

就職希望者と事業主
との就職面接会を関
係機関と共催する
（障害者や高卒者へ
の就職支援）。

１　障害者雇用面接会
求人事業所90社
求職者440人、
内定63人
２　新規高卒者面接会
求人事業所68社
参加生徒130人、内定68
人

810
障害者就職面接会と新
規高卒者就職面接会を
実施する。

881 Ⅱ Ａ
経済企画
課

84302
高齢化に対応
した住宅の確
保

市営住宅の建替えに
際しては、全住戸に
ついて室内の段差解
消や手すりの設置な
どの高齢化対応を図
る。また、高齢者に
配慮した優良な賃貸
住宅の情報提供及び
サービス付き高齢者
向け住宅の登録を実
施。
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第2章　千葉市の男女共同参画施策の実施状況

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

84504
障害者職業能
力開発プロ
モート事業

障害者職業能力開発
プロモーターを設置
し、特別支援学校生
徒の実習先や職業訓
練の受託先、雇用の
場となる企業の開拓
を行うとともに、教
育、福祉、企業など
の関係機関との連携
強化を図り、本市障
害者の一般就労を支
援する。

・障害者職業能力開発
プロモーター雇用（1
名）
・障害者職業能力開発
推進会議開催（0回）
・障害者職業能力開発
説明会・セミナー開催
（2回）
・障害者、保護者、企
業等を対象に職業能力
開発機関及び障害者雇
用企業の見学会を開催
（1回）

3,681

・障害者職業能力開発
プロモーター委託（1
社）
・障害者職業能力開発
説明会、セミナー開催
（開催回数未定）
・障害者、保護者、企
業等を対象に職業能力
開発機関及び障害者雇
用企業の見学会を開催
（開催回数未定）

3,954 Ⅱ Ａ
障害者自
立支援課

⑥障害者の相談・支援

事業
№

事業名 事業内容
26年度事業
（実績）

26年度
決算額
（千円）

27年度事業
（計画）

27年度
予算額
（千円）

自己評価１ 自己評価２ 所管課

84601
障害者相談支
援事業

障害者、障害児、障
害児の保護者及び障
害者等の介護を行う
者からの相談に応
じ、必要な情報の提
供等の便宜を供与す
ることや、権利擁護
のために必要な援助
を行うことにより、
障害者等が自立した
日常生活や社会生活
を営むことができる
よう支援する。

障害者相談支援事業
21,655件
知的障害者生活支援事
業登録者数　107人
支援延回数　2,144回

77,183

「障害者支援施設若葉
泉の里」、「障害者支
援施設ディアフレンズ
美浜」、「障害者支援
施設中野学園」、「地
域生活支援センターふ
らる」、「障害者支援
施設畑町ガーデン」、
「地域活動支援セン
ターはなみがわ」、
「地域活動支援セン
ターまるめろ」で実施
する。

77,183 Ⅱ Ａ
障害福祉
サービス
課

84602
地域活動支援
センターⅠ型
事業

障害者の創作的活
動、生産活動の機会
の提供のほか、障害
に対する普及啓発、
ボランティア育成、
相談支援等を実施す
る。

委託先施設
1  支援センターはなみ
がわ
2  まるめろ
3  中野学園（やさしー
ど）
4  地域生活支援セン
ターふらる
5　ディアフレンズ美浜
6　若葉泉の里

76,306

委託先施設
1  支援センターはなみ
がわ
2  まるめろ
3  中野学園（やさしー
ど）
4  地域生活支援セン
ターふらる
5　ディアフレンズ美浜
6　若葉泉の里

78,000 Ⅱ Ａ
障害福祉
サービス
課

84603
精神保健福祉
相談事業

各区保健福祉セン
ター健康課、こころ
の健康センター等に
おいて、嘱託医、精
神保健福祉相談員、
保健師による精神保
健福祉に関する相
談、訪問支援等を行
う。

1 保健福祉センター
(1)嘱託医による相談
（予約制） 毎月12回
(2)相談員、保健師によ
る相談（随時）
(3)相談員、保健師によ
る訪問
2 こころの健康セン
ター
(1)嘱託医による相談
（予約制） 毎月７回
アルコール、薬物、思
春期、高齢者
(2)相談員、保健師によ
る相談（随時）
(3)こころの電話10:00
～17:00

25,985

1 保健福祉センター
(1)嘱託医による相談
（予約制） 毎月12回
(2)相談員、保健師によ
る相談（随時）
(3)相談員、保健師によ
る訪問
2 こころの健康セン
ター
(1)嘱託医による相談
（予約制） 毎月７回
アルコール、薬物、思
春期、高齢者
(2)相談員、保健師によ
る相談（随時）
(3)こころの電話10:00
～17:00

28,140 Ⅱ Ｂ
精神保健
福祉課

84604
障害者専門相
談事業

障害者の権利擁護等
にかかる相談等に対
応するため常設相談
窓口を設置し、内容
に応じて弁護士等に
よる相談チームを編
成して専門相談を行
う。

平成19年度事業廃止 ― ― ― ― ―
障害福祉
サービス
課

84605
知的障害者生
活支援事業

知的障害者生活支援
センターの生活支援
ワーカーが、家庭や
職場等を訪問し、生
活上の相談や地域生
活に必要な支援を行
う。

平成19年度より「障害
者相談支援事業」
（No.84601）に再編

― ― ― ― ―
障害福祉
サービス
課

84606
障害児等療育
支援事業

在宅の重症心身障害
児(者)、知的障害児
(者)及び身体障害児
の地域における生活
を支えるため、これ
らの者の保護者や介
護者が、身近な地域
で療育指導等が受け
られるよう、療育支
援体制を充実させる
ことにより、これら
障害児等及び保護者
等の福祉の向上を図
る。

・訪問療育相談支援事
業　303件
・訪問健康診査等事業
0件
・外来療育相談事業
453件
・施設支援一般指導事
業　7件

3,205

一部事業No.84601に再
編
障害者支援施設等で実
施する。

3,144 Ⅱ Ａ
障害福祉
サービス
課

62


